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考

諦
忍
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と
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再
考

川　

口　

高　

風

キ
ー
ワ
ー
ド
：
諦
忍
律
師　

徳
川
宗
春　

興
正
寺　

建
中
寺

　

八
事
山
興
正
寺
は
現
在
、
真
言
宗
高
野
山
派
の
別
格
本
山
で
あ
る
。
正
式

の
寺
号
は
八
事
山
遍
照
院
興
正
律
寺
と
い
い
、
開
山
に
は
弘
法
大
師
、
開
基

に
は
興
正
菩
薩
を
勧
請
し
、
事
実
上
の
開
山
で
あ
る
中
興
開
山
は
天
瑞
円

照
、
総
本
尊
は
銅
鋳
の
大
日
如
来
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
興
正
寺
は
南
都
西
大
寺
の
法
流
で
、
和
泉
神
鳳
寺
派
の
律
宗

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
五
年
三
月
の
宗
派
に
属
す
る
届
出
で
真
言
宗
高

野
山
派
と
な
っ
た
。
高
野
山
の
奥
の
院
に
似
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

尾
張

高
野

と
も
呼
ば
れ
、
中
興
開
山
の
元
禄
期
以
来
、
有
識
僧
の
来
往
、
修
行

僧
の
掛
搭
す
る
者
は
多
く
、
境
内
の
東
山
は
女
人
禁
制
の
結
界
地
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
第
五
世
諦
忍
律
師
（
以
下
、
諦
忍
と
称
す
）
の
代
に
は
、
学
僧
諦

忍
の
徳
を
慕
っ
て
多
く
の
僧
俗
の
礼
謁
や
菩
薩
戒
伝
授
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

興
正
寺
は
東
西
の
両
山
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
両
山
由
緒
縁
起

広
縁

起

な
ど
に
よ
れ
ば
、
東
山
は
天
瑞
円
照
に
よ
っ
て
貞
享
五
年
（
一
六
八

八
）
に
開
か
れ
、
遍
照
院
興
正
律
寺
と
称
し
、
本
尊
は
恵
心
僧
都
作
と
い
わ

れ
る
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
西
山
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
寺
領
と
し

て
寄
進
さ
れ
て
お
り
、
同
九
年
（
一
六
九
六
）
に
は
徳
川
光
友
よ
り
念
持
仏

の
正
観
音
像
を
寄
進
せ
ら
れ
、
観
音
堂
を
建
立
し
て
本
尊
と
し
た
。
そ
の
た

め
西
山
を
普
門
院
と
称
し
た
が
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
二
月
六
日
に

西
山
の
竈か
ま
どか
ら
出
火
し
て
食
所
、
寮
、
物
置
、
薪
小
屋
な
ど
を
焼
失
し
た
こ

と
が
あ
る
。

　

諦
忍
代
の
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
に
は
弥
陀
堂
が
建
立
さ
れ
、
慈
覚
大

師
作
と
伝
え
ら
れ
る
阿
弥
陀
如
来
が
本
尊
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
本
来
の
西
山
は

両
山
由
緒
縁
起

の
八
事
西
山
由
緒
縁
起
に
、

　

元
禄
十
丑
年
二
月

　
　

大
納
言
光
友
様
与
梨
西
山
房
舎
寮
女
人
拝
堂
表
門
惣
堀
土
手
周
垣
等
悉

ク
御
造
立
或
ハ
御
修
理
等
被
為
仰
付
候

　
　
　

西
山
之
儀
若
殿
様
方
大
殿
様
御
近
従
衆
折
々
御
参
詣
御
休
息
所
ニ
御

座
候

と
あ
り
、
東
山
が
結
界
さ
れ
た
の
に
対
し
、
西
山
は
女
人
が
拝
す
る
こ
と
の

で
き
る
所
と
し
て
、
徳
川
光
友
を
始
め
殿
様
方
や
側
近
衆
が
参
詣
の
際
、
休

息
所
と
さ
れ
た
所
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
興
正
寺
は
東
山
の
遍
照
院
と
西
山
の
普
門
院
か
ら
な
り
、
蔵

書
も
両
山
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
西
山
が
中
心
と
な
り
、
東
山
は

堂
宇
の
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
東
西
両
山
の
蔵
書
は
西
山
の
八
事
文
庫
に



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

収
納
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
そ
の
八
事
文
庫
に
所
蔵
す
る
書
籍
や
文
書
の
整
理
を
昭
和
五
十

一
年
十
月
か
ら
同
五
十
三
年
八
月
頃
ま
で
の
約
二
年
間
行
い
、
所
蔵
目
録
を

公
刊
し
た
（
尾
張

高
野
八
事
文
庫
書
籍
目
録
〈
昭
和
五
十
三
年
十
一
月　

第
一

書
房
〉、
尾
張
高
野
八
事
文
庫
文
書
目
録
〈
平
成
五
年
四
月　

第
一
書
房
〉）。

そ
の
整
理
中
に
、
尾
崎
久
弥
氏
が

徳
川
宗
春
年
譜
（
昭
和
三
十
二
年
八

月　

名
古
屋
市
経
済
局
貿
易
観
光
課
）
で
紹
介
し
た

由
緒
書
（
文
書
三

四
）
以
外
に

文
書
一
二
八

に
分
類
さ
れ
る

由
緒
書

を
見
出
し
た
。

そ
れ
に
は
朱
や
墨
で
削
除
の
指
示
が
加
え
ら
れ
て
い
る
見
せ
消
ち
が
あ
り
、

そ
の
見
せ
消
ち
に
よ
っ
て
最
晩
年
の
宗
春
の
行
動
と
人
柄
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
を
平
成
六
年
三
月
発
行
の

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要

第
二
十
二
号
に

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

で
発
表
し
た
。

　

一
方
、
諦
忍
は
諱
を
妙
竜
と
い
い
、
空
華
子
と
も
号
し
、
天
明
六
年
（
一

七
八
六
）
六
月
十
日
に
八
十
二
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。
念
仏
無
上
醍
醐

編

律
苑
行
事
問
弁

以
呂
波
問
弁

な
ど
多
く
の
著
作
を
出
し
た
学
僧

で
、
尾
張
の
高
僧
の
一
人
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
戒
律
学
を
中
心
に
禅
、
密

教
、
浄
土
に
も
秀
出
た
人
で
あ
り
、
詳
し
い
伝
記
や
著
作
、
思
想
に
つ
い
て

は
拙
著

諦
忍
律
師
研
究
（
平
成
七
年
十
二
月　

法
蔵
館
）
で
明
ら
か
に

し
た
。

　

筆
者
は
以
前
、
八
事
山
興
正
寺
の

由
緒
書

に
よ
っ
て
、
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）
九
月
二
日
の
尾
張
第
七
代
藩
主
徳
川
宗
春
公
（
以
下
、
徳
川

宗
春
と
称
す
）
の
興
正
寺
参
詣
を
考
察
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
年
に

は
、
阿
部
秀
樹
氏
に
よ
っ
て

前
中
納
言
様
御
参
詣
留
（
以
下
、
御
参
詣

留
）
が
八
事
文
庫
に
所
蔵
す
る
こ
と
を
確
認
し
翻
刻
さ
れ
た
（
江
戸
時
代

の
八
事
山
興
正
寺
│
│
八
事
文
庫
文
書
に
み
る
尾
張
高
野
の
歩
み
│
│

平
成
二
十

年
三
月　

勁
草
書
房
）
六
十
四
、
一
四
四
頁
。
阿
部
氏
は

御
参
詣
留

の

詳
し
い
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
筆
者
は

由
緒
書

と
比
較
し
な

が
ら
、
徳
川
宗
春
が
興
正
寺
に
参
詣
し
た
一
日
の
新
し
い
事
実
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
考
え
た
。

　

御
参
詣
留

は
八
事
文
庫
の

文
書
二
四

に
所
収
し
て
い
る
。
し
か

し
、
文
書
二
四

は
諸
の
覚
や
控
な
ど
が
合
冊
に
な
っ
て
お
り
、
拙
編
著

尾
張

高
野
八
事
文
庫
文
書
目
録

八
十
四
頁
に
は

堂
舎
書
上
の
扣　

一
冊　

二
四

と
な
っ
て
い
る
。
細
目
に
は
（
口
上
之
覚
（
文
化
十
四
年
四
月
）、

堂
舎
書
上
之
扣
（
寛
政
三
年
差
出
）、
八
事
山
興
正
寺
堂
舎
之
覚
（
寛
政
元

年
三
月
）、
西
山
能
満
堂
本
尊
開
扉
の
件
（
文
化
十
三
年
四
月
）
な
ど
）
と

あ
る
の
み
で

御
参
詣
留

は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
の
整
理
し
た
当

時
の
カ
ー
ド
を
み
る
と
、
タ
イ
ト
ル
は
記
入
し
て
あ
る
が
、
覚
や
扣
と
と
も

に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
目
録
で
は

な
ど

と
し
て
省
略
し
た
。
こ
れ
は
筆

者
の
大
ミ
ス
で
あ
っ
た
が
、
阿
部
氏
は
そ
れ
を
見
出
し
翻
刻
し
て
紹
介
さ
れ

た
。
阿
部
氏
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

御
参
詣
留

の
筆
者
は
、
興
正
寺
側
の
使
僧
と
し
て
担
当
し
た
知
事
の

卓
然
で
あ
る
こ
と
が
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
八
事
文
庫
文
書
一
七
四
の

覚

は
借
金
返
済
に
つ
い
て
の
覚
書
で
あ
る
が
、
同
じ
使
僧
の
卓
然
が
役

所
へ
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
文
書
を
対
照
す
る
と
同
じ
筆
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
御
参
詣
留

は
卓
然
が
記
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
担
当
者
自

ら
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
資
料
の
信
憑
性
は
高
い
も
の
と
い
え



諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

る
。
し
か
し
、
八
事
文
庫
に
は
宗
春
参
詣
後
の
文
書
に
卓
然
の
名
は
ま
っ
た

く
出
て
こ
な
い
。
何
か
理
由
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
卓
然
の

詳
し
い
行
歴
は
不
詳
で
あ
る
。

　

後
年
に
成
っ
た

由
緒
書

は
、
御
参
詣
留

を
参
考
に
し
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
御
参
詣
留

が
箇
条
書
き
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
を
整
理
し
た
も
の
が

由
緒
書

で
あ
る
。
し
か
し
、
他
に
も
御
参
詣
に

関
す
る
メ
モ
が
あ
っ
て
書
き
加
え
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
り
、
由
緒

書

は
興
正
寺
に
伝
わ
る
口
伝
と
数
種
の
文
書
を
利
用
し
て
成
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

徳
川
宗
春
は
尾
張
藩
三
代
藩
主
綱
誠
の
第
二
十
子
で
、
幼
名
を
萬
五
郎
、

次
に
求
馬
と
称
し
、
元
服
し
て
通
春
と
名
乗
っ
た
。
元
禄
九
年
（
一
六
九

六
）
十
月
二
十
八
日
に
尾
張
で
生
ま
れ
、
生
母
は
側
室
三
浦
氏
（
宣
揚
院
）

で
あ
っ
た
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
四
月
、
江
戸
へ
出
府
し
、
享
保
元
年

（
一
七
一
六
）
二
月
七
日
、
将
軍
家
継
に
謁
し
、
七
月
、
従
五
位
下
主
計
頭

に
叙
任
さ
れ
た
。
同
十
四
年
（
一
七
二
九
）
八
月
、
奥
州
梁
川
藩
三
万
石
を

受
封
し
た
が
、
翌
十
五
年
十
一
月
に
は
兄
継
友
（
尾
張
第
六
代
藩
主
）
が
病

死
し
嗣
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
を
継
ぎ
第
七
代
藩
主
と
な
っ
た
。

同
十
六
年
正
月
に
は
宗
春
と
改
め
、
従
来
の
因
襲
打
破
を
示
し
た
。
三
月
に

は

温
知
政
要

を
著
わ
し
て
仁
政
の
基
本
を
説
き
、
四
月
に
藩
主
と
し
て

入
国
し
た
。
五
月
に
は
諸
士
の
芝
居
見
物
な
ど
を
公
許
し
、
六
月
よ
り
八
月

に
は

御
側
風
説
書

を
作
っ
て
人
間
性
重
視
の
意
嚮
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
御
下
屋
敷
（
現
在
、
名
古
屋
市
東
区
葵
、
代
官
町
付
近
）
を
再
建
し

町
民
の
盆
踊
り
を
み
た
。
九
月
よ
り
十
一
月
頃
に
は
知
多
郡
大
野
、
犬
山
な

ど
に
遊
行
し
て
い
る
。
同
十
七
年
五
月
、
嫡
子
国
丸
の
端
午
の
節
句
に
お
い

て
、
庶
民
を
邸
内
に
入
れ
見
物
さ
せ
た
。
六
月
に
は
、
城
下
に
富
士
見
原
の

遊
廓
を
開
き
、
九
月
に
は
将
軍
吉
宗
が
上
使
を
宗
春
に
派
し
て
三
ケ
条
の
問

責
を
行
っ
た
が
、
宗
春
は
巧
み
に
弁
解
し
て
免
れ
た
。
十
二
月
に
は
権
中
納

言
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
同
十
八
年
四
月
に
は
西
小
路
（
遊
里
）
に
微
行

し
、
九
月
よ
り
十
一
月
に
も
岐
阜
、
知
多
な
ど
に
遊
行
し
た
。
な
お
、
こ
の

年
、
遊
廓
、
芝
居
、
音
曲
、
祭
礼
な
ど
が
未
曾
有
の
盛
況
を
呈
し
て
い
た
。

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
三
月
に
は
江
戸
へ
出
府
し
た
が
、
宗
春
不
在
中
の

国
許
で
は
風
俗
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。
同
四
年
（
一
七
三
九
）
正

月
、
幕
府
は
宗
春
に
蟄
居
謹
慎
を
命
じ
て
お
り
、
そ
の
後
、
明
和
元
年
（
一

七
六
四
）
十
月
八
日
、
御
下
屋
敷
に
お
い
て
薨
ぜ
ら
れ
た
。
同
月
二
十
二
日

に
葬
儀
が
行
わ
れ
て
お
り
、
建
中
寺
に
葬
ら
れ
た
。
法
号
は
章
善
院
殿
厚
誉

孚
式
居
士
、
謚
は
逞
公
で
あ
る
。

　

以
上
、
宗
春
の
略
伝
を
な
が
め
た
が
、
宗
春
が
藩
主
で
あ
っ
た
享
保
十
五

年
（
一
七
三
〇
）
十
一
月
よ
り
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
ま
で
の
約
八

年
間
は
積
極
的
に
藩
政
改
革
が
行
わ
れ
、
幕
府
の
意
向
に
と
ら
わ
れ
な
い
自

由
奔
放
な
政
治
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
、
諸
制
限
の
改
廃
や
富
士
見
原
、
西

小
路
、
葛
町
の
三
遊
廓
の
開
設
、
大
須
や
橘
町
を
中
心
に
芝
居
小
屋
増
設
の

許
可
、
そ
の
他
、
祭
礼
を
華
美
に
し
た
り
芸
能
を
奨
励
し
た
こ
と
は
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
軸
と
し
て
尾
張
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
た
が
、
幕
府
の
追
及
は
厳
し
く
な
り
、
し
か
も
財
政
的
破
綻
も
加
わ
っ
た



﹇
宗
春
と
諦
忍
の
交
流
﹈

年　

号

西　

暦

事　
　
　

項

宗
春
年
齢

諦
忍
年
齢

享
保
十
八
年

一
七
三
三

是
年
、
宣
揚
院
よ
り
興
正
寺
へ
御
紋
附
戸
帳
（
錦
地
）
一
枚
を
寄
附
す
。

歳

歳

　

〃
十
九
年

一
七
三
四

五
月
七
日
、
宗
春
、
諦
忍
を
興
正
寺
五
世
に
命
ず
。

歳

歳

元
文　

四
年

一
七
三
九

正
月
十
三
日
、
宗
春
、
蟄
居
謹
慎
す
。
十
月
三
日
、
宗
春
、
三
の
丸
東
大
手
門
の
西
南
角
に
あ
る
邸
に
幽
閉
さ
れ
る
。
十
二
月
十
七
日
、
八
代
藩
主
宗
勝
よ
り
黒
印
頂

受
す
。

歳

歳

　

〃　

五
年

一
七
四
〇

五
月
、
宗
春
を
前
中
納
言
と
奉
称
す
。

歳

歳

〃

六
年

一
七
四
一

二
月
、
宣
揚
院
、
幡
（
剣
葵
御
紋
附
）
二
流
を
寄
附
す
。

歳

歳

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

た
め
、
つ
い
に
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
、
将
軍
吉
宗
よ
り
蟄
居
謹
慎

が
命
ぜ
ら
れ
失
脚
し
た
。
一
時
は
三
都
を
凌
ぐ
と
ま
で
評
さ
れ
た
尾
張
の
繁

昌
も
暗
転
と
な
り
、
遊
廓
は
廃
止
さ
れ
、
芝
居
小
屋
も
整
理
さ
れ
て
、
再
び

六
代
藩
主
継
友
ま
で
の
政
策
で
あ
っ
た
質
素
倹
約
が
励
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

そ
の
宗
春
藩
主
時
代
の
尾
張
の
政
治
、
社
会
、
風
俗
な
ど
に
つ
い
て
記
し

た
も
の
に

遊
女
濃
安
都

が
あ
る
。
遊
女
濃
安
都

は
極
め
て
内
容
に

異
同
が
多
く
題
名
も
種
々
み
え
る
が
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
よ
り
始

ま
り
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
終
わ
る
九
年
間
の
記
録
で
あ
る
。
末
尾
に

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
及
び
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
記
事
も
み
え
る

が
、
そ
れ
は
付
録
に
す
ぎ
な
い
。
遊
女
濃
安
都

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
宗

春
の
参
詣
寺
社
は
建
中
寺
、
定
光
寺
、
熱
田
社
、
七
ツ
寺
、
若
宮
八
幡
な
ど

で
、
興
正
寺
に
つ
い
て
は
全
く
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
諦
忍
と
の
交
流
も
記
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
興
正
寺
に
所
蔵
す
る
資
料
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
前
、
尾
崎
久
弥
氏
が
そ
の
著

徳
川
宗
春
年
譜

で

諦

忍
和
上
行
牒
記
（
甲
乙
二
冊
、
末
弟
仮
名
乞
士
光
謹
誌
）
と

由
緒
書

（
一
冊
、
文
政
七
年
二
月
改
書
上
、
同
四
月
十
三
日
改
記
済
）
か
ら
関
連
記

事
を
抜
き
書
き
し
て
、
宗
春
と
諦
忍
と
の
交
渉
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
拙

稿

諦
忍
律
師
伝
の
研
究
（
昭
和
五
十
四
年
三
月

愛
知
学
院
大
学
禅
研

究
所
紀
要

第
八
号
）
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
昭
和
五
十
四
年
に
は

諦
忍
和
上
行
牒
記

が
興
正
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
じ
編
者
の
八

世
英
旭
謙
光
に
よ
る

諦
忍
和
上
行
業
記

と
同
主
旨
の
内
容
と
考
え
ら
れ

た
。
な
お
、
由
緒
書

は
八
事
文
庫
文
書
三
四
に
該
当
す
る
。
興
正
寺
に

は
そ
の
他
、
こ
の

由
緒
書

成
立
以
前
の
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
月

の

覚
（
文
書
八
〇
）
や
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
以
後
に
成
立
し
た

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
を
始
め

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
と
同
一
複

写
の

由
緒
書
（
文
書
三
七
）
や
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
閏
七
月
の

覚
（
文
書
一
一
九
）
な
ど
も
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
宗
春
と

諦
忍
の
交
流
を
年
譜
形
式
に
し
て
な
が
め
て
み
た
い
。



　

　
寛
保　

二
年

一
七
四
二

三
（
四
）
月
、
宣
揚
院
、
浄
土
変
相
（
浄
土
曼
荼
羅
）
一
幅
を
寄
附
す
。
そ
の
開
眼
法
要
を
修
行
す
。
以
後
、
毎
年
二
季
彼
岸
に
掛
け
て
法
要
を
修
行
す
。

歳

歳

　

〃　

三
年

一
七
四
三

九
月
、
宣
揚
院
、
幡
（
剣
葵
御
紋
附
）
二
流
を
寄
附
す
。
九
月
二
日
、
宣
揚
院
卒
去
す
。
建
中
寺
に
葬
る
。

歳

歳

宝
暦　

二
年

一
七
五
二

是
年
、
河
村
秀
根
、
宗
春
の
奥
番
と
な
り
幽
居
ま
で
近
侍
す
。

歳

歳

　

〃　

四
年

一
七
五
四

十
月
十
一
日
、
宗
春
、
御
下
屋
敷
へ
御
引
き
移
る
。

歳

歳

　

〃　

十
年

一
七
六
〇

四
月
、
諦
忍
、
宗
春
の
も
と
め
に
よ
り
七
日
間
、
土
砂
加
持
法
を
修
し
現
当
滅
罪
を
祈
願
す
。
六（
七
）月
、
宗
春
、
自
筆
の

八
事
山

及
び
打
敷
、
額
取
立
料
も
添

え
て
興
正
寺
へ
寄
附
す
。
九
月
五
日
、
諦
忍
は

八
事
山

を
自
ら
模
写
し
て
額
面
に
仕
立
て
、
弥
陀
堂
に
掲
げ
た
。
自
筆
は
宝
蔵
に
納
め
た
。（
七
月
以
後
の
事
項

は
、
由
緒
書
（
文
書
三
四
）
で
宝
暦
十
一
年
と
な
っ
て
い
る
）
十
月
二
十
四
日
、
四
月
よ
り
病
と
な
っ
て
い
た
宗
春
の
長
女
頼
姫
が
卒
去
す
。

歳

歳

　

〃
十
一
年

一
七
六
一

四
月
十
日
、
宗
春
、
建
中
寺
参
拝
の
外
出
許
可
が
出
た
。
六
月
五
日
、
九
月
二
日
、
宗
春
は
建
中
寺
へ
参
拝
す
る
。

歳

歳

　

〃
十
二
年

一
七
六
二

六
月
、
宗
春
、
手
植
の
蓮
花
一
瓶
、
氷
砂
糖
一
鉢
（
南
京
焼
蓋
物
入
）
を
興
正
寺
へ
贈
る
。
諦
忍
、
御
礼
と
し
て
西
瓜
及
び
自
作
の
詩
歌
を
納
め
る
。

歳

歳

　

〃
十
三
年

一
七
六
三

九
月
二
日
、
宗
春
、
建
中
寺
に
参
拝
後
、
興
正
寺
へ
御
参
詣
し
、
諦
忍
よ
り
垂
誡
を
受
け
て
光
明
真
言
、
十
声
念
仏
な
ど
を
受
得
す
。
宗
春
は
帰
館
後
も
日
課
と
し
て

称
名
を
修
し
た
。
当
日
、
諦
忍
、
唐
画
釈
尊
像
、
浄
土
曼
荼
羅
を
講
釈
す
。
同
月
二
十
一
日
、
宗
春
の
側
室
ら
侍
女
数
人
が
来
山
し
、
諦
忍
よ
り
十
声
念
仏
を
受
け

る
。
十
一
月
十
七
日
、
九
代
藩
主
宗
睦
よ
り
黒
印
頂
受
す
。

歳

歳

明
和　

元
年

一
七
六
四

十
月
八
日
、
宗
春
薨
去
す
。
同
月
二
十
二
日
、
葬
送
し
建
中
寺
に
葬
る
。
翌
二
十
三
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
法
会
を
修
す
。

歳

歳

安
永　

四
年

一
七
七
五

四
月
、
宝
泉
院
（
宗
春
側
室
、
お
薫
）、
諦
忍
を
古
渡
の
住
居
に
請
し
設
斎
供
養
す
る
。
法
話
を
聴
聞
し
侍
女
に
い
た
る
ま
で
十
声
念
仏
を
受
け
る
。

歳

　

〃　

八
年

一
七
七
九

是
年
、
宝
泉
院
、
山
林
を
興
正
寺
へ
寄
附
す
。

歳

　

〃　

九
年

一
七
八
〇

十
一
月
八
日
、
宝
泉
院
卒
去
す
。

歳

天
明
二
年

一
七
八
二

五
月
十
九
日
、
貞
幹
院
（
宗
春
側
室
、
お
は
る
）
卒
去
す
。

歳

　

〃　

六
年

一
七
八
六

六
月
十
日
、
諦
忍
示
寂
。
是
年
、
宗
春
二
十
三
回
忌
に
当
る
。

歳

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

　

由
緒
書

に
は
宝
暦
十
年
四
月
、
同
十
二
年
六
月
、
同
十
三
年
九
月
二

日
の
宗
春
と
諦
忍
と
の
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
尾
崎
久
弥
氏
の
紹

介
し
た
文
政
七
年
二
月
改
書
上
の

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に
よ
っ
て
の

み
し
か
交
流
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
題
の

由
緒
書
（
文
書

一
二
八
）
に
は
も
っ
と
詳
細
な
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

由
緒
書

の
確
か
な
成
立
年
次
や
筆
者
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
文
化
十
五

年
（
一
八
一
八
）
二
月
十
八
日
に
諦
忍
の
弟
子
の
英
旭
謙
光
が
八
世
住
職
に

就
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
早
く
て
も
文
化
十
五
年
二
月
以

後
の
成
立
で
あ
る
。
そ
の
た
め

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
と
同
時
期
に
成

立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
に
は
多
く
の
見
せ
消
ち
が
あ

り
、
下
書
き
、
草
稿
か
と
思
わ
れ
る
が
、
見
せ
消
ち
に
は

由
緒
書
（
文

書
三
四
）
に
記
さ
れ
て
い
な
い
当
時
の
様
子
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

見
せ
消
ち
を
生
か
し
な
が
ら

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
と
対
照
し
て
各
年

次
の
交
流
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
ラ
イ
ン
で
囲
ん
だ
部
分
は
見



由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

由
緒
書
（
文
書
三
四
）

一
宝
暦
十
辰
年
四
月

　

前
中
納
言
宗
春
様
よ
り
御
祈
■

願祷
■

被
仰
付
、
■

仰
付
住
職
諦
忍
比
丘
七
ケ
日
之
間
御
祈
祷
被
致
■

御
備
物
等
有

之
、
為
御
礼

　

御
自
筆
■

八八
事
山
之
三
字
御
染
筆
被
為
遊
被
下

事
山
之
三
字
御
書
被
遊
、
右
■

御
本
紙
之
通
写
し
■

被
■

額
に
致
し
候
様
に
と
の
御
事

　
■

西則
額
に
い
た
し
候
旨
申
し
上
候
得
は

山
弥
陀
堂
に
掛
申
度
旨
被
■

聞
召

　
■

木御
大
慶
思
召
候
と
の
御
事

品
等
被
下
則
額
御
寄
附
被
下
為
事
■

、
本
尊
■

前へ
■

唐
銅
燈
篭
御
奉
納
、
住
職
諦
忍
比
丘
へ
晒
■

等
■

被
下
置
候

一
宝
暦
十
年
辰
四
月
従

　

章
善
院
様
御
祈
祷
被
仰
付
候
、
御
備
物
之
儀
は
相
分
不
申
候

　

但
本
文
之
儀
に
付

　

章
善
院
様
御
自
筆
當
寺
山
号
之
三
字
、
御
掛
物
壱
幅
、
唐
金
燈
篭
弍
ツ
、
西
山
弥
陀
堂
え
御
寄
附
被
遊
、

其
節
住
職
諦
忍
え
晒
布

御
菓
子
被
下
置
候

御
菓
子

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

せ
消
ち
の
部
分
で
あ
る
。

　

最
初
に
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
四
月
の
記
事
を
あ
げ
て
み
る
。

　

四
月
に
宗
春
は
諦
忍
へ
御
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
れ
は

諦
忍
和
上

伝

に
よ
れ
ば
、
国
家
安
全
、
諸
人
受
楽
、
業
障
消
滅
、
後
生
浄
土

の

祈
願
と
あ
る
。
し
か
し
、
北
川
宥
智

徳
川
宗
春
│
│
〈
江
戸
〉
を
超
え
た

先
見
力
│
│
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月　

風
媒
社
）
五
十
一
頁
に
よ
れ

ば
、
四
月
に
近
衛
家
に
嫁
い
で
従
三
位
北
政
所
と
な
っ
た
長
女
の
頼ら
い

姫ひ
め

が
病

と
な
っ
た
た
め
、
自
ら
の
滅
罪
と
頼
姫
の
息
災
、
ま
た
、
自
ら
の
周
り
の
亡

く
な
っ
た
方
々
の
追
福
菩
提
を
願
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
。

頼
姫
は
十
月
二
十
四
日
に
薨
去
し
た
。
そ
の
た
め
宗
春
は
、
す
べ
て
の
子
が

逝
去
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
の
見
せ
消
ち
に
よ
れ
ば
、
諦
忍
は
御
祈
祷
を

七
日
間
行
っ
て
お
り
、
そ
の
お
礼
と
し
て
六
月
に
宗
春
は
御
自
筆
の
山
号
三

字
の
掛
物
一
幅
と
唐
銅
燈
籠
二
基
を
西
山
の
弥
陀
堂
の
本
尊
前
へ
寄
附
し

た
。
ま
た
、
諦
忍
へ
は
晒
布
と
お
菓
子
を
下
さ
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
宗
春

よ
り
の
寄
附
品
は
御
紋
附
緞
子
卓
囲
一
枚
、
御
紋
附
挑
燈
二
張
、
そ
れ
に
興

正
寺
へ
参
詣
し
た
時
に
下
さ
っ
た
晒
布
で
九
条
袈
裟
を
作
っ
て
什
物
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
袈
裟
も
宗
春
よ
り
の
寄
附
品
と
な
っ
て
い
る
。
八
事
山

諦
忍
和
尚
年
譜

に
よ
れ
ば
、
同
年
七
月
に
贈
ら
れ
た
と
あ
る
。
な
お
、

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
は
、

　
　

一
章
善
院
様
御
自
筆
當
寺
山
号
之
御
掛
物
壱
幅
御
文
面
写
取
、
左
に
書

上
申
候

　
　
　
　

八
事
山

　
　
　

右
者
、
宝
暦
十
一
年
巳
九
月
五
日
、
御
表
具
被
仰
付
桐
之
御
箱
に
御

入
被
遊
、
稲
葉
七
蔵
殿
御
取
次
に
て
被
下
置
、
其
節
御
書
面
写
取
額

に
取
立
候
様
に
と
之
御
事
に
て
額
取
立
料
も
被
下
置
候
付
、
立
額
に

仕
西
山
弥
陀
堂
に
掲
置
申
候
、
但
右　

御
自
筆
之
品
は
宝
蔵
に
納
置

申
候

と
あ
り
、
御
自
筆
の
山
号
の
掛
軸
は
翌
同
十
一
年
九
月
五
日
に
表
具
さ
れ
、

桐
箱
に
入
れ
て
稲
葉
七
蔵
の
取
次
で
興
正
寺
へ
納
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
書

面
を
写
し
取
っ
て
額
に
も
取
立
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
額
取
立
料
も
い
た
だ



由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

由
緒
書
（
文
書
三
四
）

一
同
年
六
月

　

前
中
納
言
様
よ
り
御
手
生
之
蓮
花
一
瓶
氷
砂
糖
壱
鉢
南
京
焼
蓋
物
に
入
被
下
置
候
、
右
為
御
礼當寺
よ
り

西
瓜

諦

忍
比
丘
自
作
之
詩
哥
指
上
被
申
候
処

　

御
満
悦
不
大
形
旨
、
稲
葉
七
蔵
殿
よ
り
御
手
紙
被
申
越
候

一
宝
暦
十
三
年
未
六
月
従

　

章
善
院
様
御
手
植
之
蓮
花
壱
瓶
氷
砂
糖
壱
鉢
但
南
京
焼

蓋
物
入　

被
下
置
候
、
右
為
御
礼
西
瓜

諦
忍
自
作
之
詩
哥

指
上
申
候

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

き
、
西
山
の
弥
陀
堂
に
掲
げ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
自
筆
の
軸
は

宝
蔵
に
納
め
置
く
と
い
う
。

　

諦
忍
和
上
行
業
記

な
ど
の
伝
記
資
料
に
よ
れ
ば
、
書
面
を
写
し
取
っ

た
の
は
諦
忍
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
聞
い
て
宗
春
は
大
変
喜
ば

れ
て
い
た
。
こ
の
事
項
の
年
次
は

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に
よ
れ
ば
、

宝
暦
十
一
年
九
月
五
日

と
あ
る
が
、
事
実
は
前
年
の
同
十
年
の
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は

八
事
山
諦
忍
和
尚
年
譜

や

諦
忍
和
上
行
業

記

八
事
山
第
五
世
和
尚
行
業
記　

下
巻

な
ど
に
は
、
四
月
に
宗
春
の

も
と
め
に
よ
る
加
持
祈
祷
が
四
月
に
行
わ
れ
、
そ
の
御
礼
と
し
て
山
号
の
三

大
字
を
六（
七
）月
に
賜
わ
り
、
模
写
し
て
額
を
作
る
と
と
も
に
文
面
は
表
具

さ
れ
、
桐
箱
に
入
れ
ら
れ
て
九
月
五
日
に
興
正
寺
へ
納
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
す
わ
な
ち
同
年
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日
に

興
正
寺
へ
き
た
宗
春
は
、
弥
陀
堂
で
そ
の
額
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
宗
春
の
コ
メ
ン
ト
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
六
月
の
記
事
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
十
三
年
六
月
の
こ
と
と
あ

り
、
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
は
前
文
に
続
い
て

同
年

と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
宝
暦
十
三
年
の
記
事
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
諦
忍
の
伝
記
資
料

で
は
す
べ
て
宝
暦
十
二
年
六
月
の
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
由
緒
書

と
は

一
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
尾
崎
氏
も

徳
川
宗
春
年
譜

三
十
五
頁
で

諦
忍

和
上
行
牒
記

よ
り
宝
暦
十
二
年
説
を
と
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い

か
は
確
か
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は

由
緒
書

の
年
号
記
載
の
誤
り
と
思
わ

れ
、
諦
忍
の
伝
記
資
料
に
い
う
宝
暦
十
二
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
日
、
宗
春
よ
り
御
手
植
の
蓮
花
一
瓶
と
南
京
焼
蓋
物
に
入
っ
た
氷
砂
糖

一
鉢
が
興
正
寺
へ
下
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
興
正
寺
よ
り
御
礼
と
し
て
西

瓜
と
諦
忍
自
作
の
謝
恩
の
詩
歌
を
差
し
上
げ
て
い
る
。
そ
の
詩
歌
は
、

　
　
　

奉
謝

　
　
　

前
黄
門
公
夏
日
賜
蓮

　

溽
暑
炎
炎
山
欲
然　
　

無
風
無
雨
堪
瞑
々

　

忽
看
香
気
洗
煩
熱　
　

瓶
裡
交
枝
紅
白
蓮

　
　
　

三
伏
の
比
君
の
許
よ
り
蓮
花
を
手
つ
か
ら
瓶
に

　
　
　

さ
し
は
さ
み
て
送
り
給
ひ
た
る
を
悦
ひ
奉
て

　

濁
り
に
も
そ
ま
ぬ
美
香
の
は
ち
す
花

　

見
て
も
涼
し
き
わ
か
れ
と
終
は
る

　

色
深
き
君
か
な
さ
け
の
花
の
香
を



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

　

誰
に
語
り
て
と
も
に
き
か
ま
し

と
あ
る
（
八
事
山
第
五
世
和
尚
行
業
記　

下
巻
）。
な
お
、
由
緒
書

（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
宗
春
が
大
層
喜
ん
だ
と
御
付
の
稲
葉
七
蔵
よ

り
の
手
紙
が
来
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

イ
　

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
九
月
二
日
、
宗
春
は
興
正
寺
へ
上
山
し
た
。

諸
堂
を
参
詣
し
諦
忍
と
も
対
談
し
て
法
話
を
聴
聞
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
が

御
参
詣
留

や

由
緒
書

に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
最
初
に
宗
春

が
参
詣
す
る
前
の
興
正
寺
の
準
備
の
様
子
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

　

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
八
月
二
十
五
日
に
御
付
の
稲
葉

七
蔵
よ
り
手
紙
が
来
て
、
二
十
七
日
に
下
見
の
た
め
に
御
作
事
手
代
衆
が
参

上
す
る
こ
と
を
い
っ
て
き
た
。
ま
た
、
寺
社
方
吟
味
役
の
小
出
半
四
郎
が
二

十
六
日
に
出
し
て
二
十
七
日
早
朝
に
着
い
た
手
紙
に
よ
れ
ば
、
稲
葉
氏
が

下
見
に
来
る

と
の
申
し
出
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
御
参
詣
留

で
は

八
月
二
十
六
日
に
稲
葉
氏
よ
り
興
正
寺
の
知
事
の
卓
然
に
屋
敷
へ
参
上
す
る

よ
う
連
絡
が
あ
り
、
卓
然
は
即
刻
に
参
上
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
稲
葉
氏
の
下
見
が
資
料
に
よ
っ
て
手
紙
か
ら
参
上
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
宗
春
が
建
中
寺
へ
九
月
二
日
に
御
参
詣
す
る
に
あ
た

り
、
其
山
（
八
事
山
興
正
寺
）
へ
も
立
ち
寄
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
明
二
十
七
日
に
稲
葉
氏
と
御
作
事
手
代
衆
二
人
、
御
勘
定
方
の
手

代
一
人
、
御
押
一
人
、
大
工
一
人
ら
が
来
て
下
見
を
し
た
。
御
参
詣
留

に
よ
れ
ば
、
そ
の
方
々
に
一
汁
二
菜
の
昼
食
を
出
し
て
い
る
。

　

二
十
八
日
は
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
夜
半

時
頃
に
は
御
作
事
方
よ
り
手
代

衆
と
大
工
肝
煎
一
人
、
日
傭
頭
一
人
が
興
正
寺
に
来
た
。
そ
の
他
、
大
工
、

畳
張
付
師
、
左
官
な
ど
の
職
人
が
来
て
仕
事
を
あ
て
ら
れ
、
興
正
寺
に
宿
泊

し
て
九
月
二
日
早
朝
ま
で
か
か
っ
て
完
成
し
た
。
直
し
た
と
こ
ろ
は

御
参

詣
留

に
よ
れ
ば
、
本
堂
の
二
十
六
畳
、
方
丈
・
御
座
敷
の
十
畳
、
唐
紙
八

本
、
袋
桁
坐
付
紙
二
本
上
塗
り
、
廊
下
の
杮
葺
き
取
指
、
本
堂
廊
下
の
下
板

取
替
、
太
鼓
廊
下
、
窓
な
ど
の
貼
り
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
見
せ
消
ち
に
よ

れ
ば
、
本
堂
と
方
丈
の
障
子
は
残
ら
ず
替
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　

御
厠
は
御
作
事
方
で
作
ら
れ
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
御
参
詣
後
に
は
持
ち

帰
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
宗
春
専
用
の
御
厠
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
方
丈
の
広
庭
の
竹
戸
は
、
御
作
事
方
が
座
敷
の
竹
縁
の
差
し
替

え
を
行
っ
て
い
る
。
興
正
寺
側
で
も
所
々
を
直
し
て
お
り
、
九
月
二
日
朝
ま

で
に
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
突
貫
工
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

九
月
一
日
に
は
御
膳
な
ど
を
入
れ
た
長
持
三
釣
が
興
正
寺
へ
運
ば
れ
て
い

る
。

ロ
　

九
月
二
日
、
天
気
は
良
好
で
早
朝
の
六
時
（
午
前
六
時
）
過
ぎ
頃
に
御
先

番
の
御
納
戸
横
山
三
左
衛
門
、
奥
御
番
の
江
原
瀬
左
衛
門
、
御
小
姓
の
大
塩

波
右
衛
門
、
御
納
戸
詰
ら
五
人
が
参
ら
れ
て
下
見
し
た
。
横
山
氏
が
興
正
寺

と
す
べ
て
の
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
興
正
寺
側
は
知
事
の
卓
然
が
担
当
し
て

諸
事
を
取
り
扱
っ
た
。
な
お
、
お
備
品
は
卓
然
が
受
け
取
っ
て
い
る
。



由
緒
書
（
文
書
三
四
）

一
宝
暦
十
三
年
未
九
月
二
日

　

章
善
院
様
御
立
寄
被
遊
候

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

一
宝
暦
十
三
未
年
九
月
二
日

　

前
中
納
言
宗
春
様
御
立
寄
■

御
成
■

之
一
件
左
に
書
上
申
候

　

宝
暦
十
三
未
年
八
月
廿
五
日
、
御
附
稲
葉
七
蔵
殿
よ
り
手
紙
に
て

廿
七
日
為
見
分
御
作
事
手
代
衆
被
参
候
旨
被
申
越

　

寺
社
方
吟
味
役
小
出
半
四
郎
殿
よ
り
廿
六
日
■

出
之
■

手
紙
に
て
廿

七
日
■

早
朝
着
■

稲
葉
七
蔵
殿
見
分
に
相
見
可
申
旨
御
申
越
■

差
■

候
て

成

　

則
廿
七
日
稲
葉
七
蔵
殿

御
作
事
手
代
衆
両
人
御
勘
定
方
手
代
衆

壱
人
相
見
へ
其
外

押
壱
人
御
大
工
■

壱
人
■

被
罷
越
見
分
相
済
被
帰
候

　

又

廿
八
日
■

夜
■

、
御
作
事
方
よ
り
手
代
衆

大
工
肝
煎
日
用
頭

参
り
、
其
外
■

職
人
■

大
工
畳
屋
張
付
師
左
間
面等

参
り
受仕
事
受
取

取
仕
事
、

九
月
二
日
早
朝
迠
に
諸
事
出
来
職
人
等
帰
申
候
、
尤
其
間
職
人
は
寺

に
止
宿
致
し
候

　

御
厠
は
御
作
事
方
よ
り
拵
参
り
相
済
候
上
に
て
又

持
帰
り
被
申

候九
月
朔
日
長
持
三
釣
諸
色
入

持
来
、

イ 

御
参
詣
の
準
備

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

　
　
　

宝
暦
十
三
年
未
九
月
二
日

　
　
　

前
中
納
言
様
御
参
詣
留　

　

興
正
寺　

使
僧

　
　
　
　
　
　

覚

一
八
月
廿
六
日
に
稲
葉
氏
よ
り
卓
然
に
参
り
呉
候
様
に
申
来
候
、
即
刻
参
り
候

処
、
先
之
御
内
意
候
、
前
中
納
言
様
建
中
寺
へ
九
月
二
日
御
参
詣
に
付
、
其
山

へ
御
立
寄
被
遊
候
筈
、
就
夫
、
明
廿
七
日
、
七
蔵
・
御
作
事
手
代
等
、
其
山
へ

見
分
に
被
参
候
筈
、
為
其
先
之
御
内
意
に
申
候
、
此
皆
方
丈
え
申
達
候

一
寺
社
方
小
出
半
四
郎
殿
よ
り
廿
六
日
付
、
廿
七
日
早
天
に
触
状
参
り
、
九
月
二

日
、
前
中
納
言
様
其
山
へ
御
立
寄
に
付
、
稲
葉
七
蔵
殿
為
見
分
、
其
山
へ
被
参

候
義
申
来
候
、
別
紙
有
之
候

一
同
日
昼
前
に
、
稲
葉
殿
并
に
御
作
事
方
手
代
両
人
、
御
勘
定
方
手
代
壱
人
、
御

押
壱
人
、
御
大
工
壱
人
、
登
山
被
致
候
て
、
見
分
相
済
罷
帰
り
被
申
候
、
右
之

衆
中
え
壱
汁
弐
菜
宛
昼
飯
出
申
候

一
同
廿
八
日
雨
天
候
得
共
、
入
夜
九
ツ
時
頃
に
、
御
作
事
方
よ
り
手
代
衆
并
に
大

工
肝
い
り
壱
人
、
日
傭
頭
壱
人
、
右
之
通
相
見
候
、
職
人
大
工
、
畳
屋
張
り
付

師
、
左
官
、
夫
々
相
受
取
申
候
、
九
月
二
日
朝
迄
に
漸
出
来
、
障
子
三
□
、
方

丈
も
同
断

一
畳
本
堂
廿
六
畳
、
方
丈
・
御
座
間
十
畳
、
唐
紙
八
本
、
袋
桁
坐
付
紙
弐
本
上

塗
、
廊
下
柿
葺
取
指
、
本
堂
廊
下
少
し
板
取
か
へ
、
■

障
子
本
堂
不
残
、
方
丈

障
子
■

不
残
、
大
鼓
廊
下
マ
ト
共
に
張
か
へ

一
御
厠
者
御
作
事
方
よ
り
参
り
候
、
其
後
、
御
参
詣
相
済
、
又
々
御
作
事
方
へ

取
戻
し
被
申
候
、
方
丈
広
庭
、
竹
戸
御
作
事
方
よ
り
御
座
間
竹
縁
、
手
前
よ
り

も
所
々
作
事
為
致
候
、
九
月
二
日
朝
迄
に
■

□
□
□
■

仕
か
へ
引
上
出
来

一
御
膳
等
壱
通
、
九
月
朔
日
に
三
釣
参
り
候

来

朔
日
昼
時
に

参
り
候

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考



由
緒
書
（
文
書
三
四
）

　

最
初
方
丈
え
被
為　

成
御
手
水
被
遊
、
夫
よ
り
本
堂
え
御
参
詣
直

に
泰
心
院
様
宣
揚
院
様
御
牌
前
え
御
拝
礼
被
遊
本
尊
え

　

御
拝
相
済
候
て
又

方
丈
え
被
為
成
御
休
息
被
遊
候

　

其
節
住
職
第
五
世
諦
忍
比
丘
御
目
見
被　

仰
付
昆
布
百
枚
、
晒
布

弍
疋
、
銀
五
枚
被
下
置
候

　

其
節
寺
よ
り
御
膳
三
汁
七
菜
山
内
之
ゆ
て
栗
壱
鉢
、
梨
子
壱
鉢
、
御
所

柿
壱
鉢
奉
献
進
之
候
外
に
、
大
饅
頭
一
折
、
髭
篭
入
御
所
柿
壱

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

　

同
二
日
早
朝
六
時
頃
、
御
先
番
御
小
納
戸
横
山
三
左
衛
門
殿
奥
御

番
江
原
瀬
左
衛
門
殿
御
小
性
大
塩
波
右
衛
門
殿
等
都
合
五
人
被
参

候
て
見
分
、
横
山
氏
万
端
懸
合
當
寺
知
事
役
卓
然
と
申
僧
引
請
諸

事
■

斗取
扱候
■

申
候

一
前
中
納
言
様
に
は
二
日
四
時
被
為
成
候
、
騎
馬
御
目
附
衆
壱
人

五
十
人
目
付
衆
壱
人
其
外

五
十
人
衆
御

医
師
一
人

都
合
廿
五
人
御
供
也

　

御
前
に
は
直
に
方
丈
え
被
為
成
御
手
水
被
遊
、
夫
よ
り
本
堂
え
■

被

為
在
■

御
参
詣
、
直
に
泰
心
院
様
宣
陽
（
マ
マ
）院
様
之
御
■

位
■

牌
前
え
御
拝

礼
被
遊
候
、
寺
主
諦
忍
比
丘
御
拝
礼
已
前
よ
り
本
堂
■

北
之
中
程
に

着出
■

座
被
致

　

御
前
に
は
御
霊
前
御
拝
礼
相
済
、
本
尊
え
御
拝
礼
被
遊
、
住
職

諦
忍
比
丘
へ
御
懇
之
御
挨
拶
被
為　

在
夫
よ
り
方
丈
え
被
為
成
御
休

足
被
遊
候
、
■

寺
主
え
■

被
下
物
左
之
通

　
　

昆
布
百
枚
當
日
御
土
産

　
　

晒
布
弍
疋

　
　

銀　

五
枚
目
録
に
て

　

右　

横
山
氏
よ
り
知
事
卓
然
え
被
相
渡
候

一
御
膳
三
汁

七
采
（
マ
マ
）

■

右
は
■

當
寺
よ
り
献
上
仕
候

ロ 

九
月
二
日
の
御
参
詣
│
│
午
前
中
│
│

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

■

一
九
月
二
日
天
気
宜
、
四
ツ
時
頃
前
に
■

一
九
月
二
日
天
気
宜
、
朝
六
ツ
過
頃
に
御
先
番
御
小
納
戸
横
山
三
左
衛
門
殿
、
奥

御
番
江
原
瀬
左
衛
門
殿
、
御
小
姓
大
塩
波
右
衛
門
殿
、
御
小
納
戸
詰
、
都
合
五

人
被
参
候
て
、
見
分
引
合
■

等横
三
山

氏

左
衛
門
殿
■

、
御
初
穂
受卓
然取
申
候

一
御
前
は
建
中
寺
よ
り
当
日
四
ツ
時
頃
前
に
被
為
入
、
本
堂
よ
り
御
上
り
御
供
、

御
表
殿
様
之
通
、
騎
馬
御
目
付
壱
人
、
五
十
人
御
目
付
壱
人
、
五
拾
人
衆
三
十

七
人
、
御
側
衆
、
御
医
師
壱
人
、
都
合
上
分
廿
五
人

一
間
積
り
は
、
方
丈
広
間
御
側
衆
御
次
、
食
堂
供
茶
弁
当
、
御
小
納
戸
詰
衆
受

取
、
御
側
衆
休
息
所
也
、
知
事
寮
は
騎
馬
御
目
付
衆
、
六
畳
仕
切
り
五
十
人
御

目
、
御
房
子
役
八
畳
御
押
五
人
、
十
弐
畳
に
は
小
使
八
人
、
御
長
持
等
持
置
候

一
御
前
御
道
具
は
玄
関
よ
り
拾
弐
畳
、
両
所
に
懸
ケ
置
候

一
御
馬
は
風
呂
屋
え
入
、
重
て
御
成
り
之
節
は
外
に
て
馬
屋
相
達
し
可
申
候
事

一
五
十
人
衆
は
前
寮
中
西
弐
軒

一
御
小
人
四
十
八
人
は
玄
関
北
外
に
よ
し
垣
葺
敷
、
上
よ
り
出
来
休
息
所

一
御
作
事
方
手
代
衆
、
其
外
一
所
衆
は
西
寮
、
東
間
西
間
に
は
御
中
間
壱
人
、
大

工
肝
い
り
、
御
仲
間
、
御
座
頭

一
本
堂
え
被
為
入
候
、
直
に
泰
心
院
様
・
宣
陽
（
マ
マ
）院
様
御
位
牌
御
拝
礼
、
直
に
被

遊
筈
之
処
、
御
振
合
替
り
、
先
方
丈
へ
御
入
被
遊
、
夫
よ
り
御
手
水
本
堂
に
て

御
共
に
被
遊
候
て
、
是
れ
は
上
よ
り
乗
る
、
御
拝
礼
被
遊
候
、
方
丈
に
は
本
堂

北
中
程
に
御
拝
礼
前
よ
り
着
座
被
致
候
て
、
御
拝
礼
被
為
済
、
夫
よ
り
方
丈
御

対
顔
、
始
て
御
挨
拶
被
為
成
て
、
又
々
方
丈
御
座
間
へ
御
入
、
御
休
息
、
御
土

産
、
方
丈
御
弘
め
被
為

一
兼
て
稲
葉
氏
え
引
合
置引
渡
し
菓
子
□
□

候
通
御
品
々
、
山
内
栗
湯
行
壱
鉢
、
上東
水
九
□

梨
壱
鉢
、
御
所

柿
壱十一
鉢
差
上
候

一
御
飯
三
汁
七
菜
手
製
に
て
差
上
候
、
献
立
二
三
日
前
、
稲
葉
氏
伺
入
御
覧
候
、

殊
之
外
宜
と
御
意
候
由
、
御
膳
殿
召
上
り
、
引
菓
子
三
品
、
小
重
に
入
差
上

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号



篭
、
藜
杖
壱
本
奉
差
上
之

　

知
事
卓
然
慈
眼
よ
り
岩
に
付
候
石
菖
蒲
草
花
壱
鉢
献
上
仕
候
、
右
御
膳

召
上
り
相
済
候
て

　
　○

此
取
入

　
　

尤
最
前
献
立
書
付
■

横稲
葉山
■

氏
之
指
出
御
前
え
奉
伺
書
付
直

に
書
■

御上
■

覧
に

入
候
處
、
殊
之
外
御
意
に
叶
ひ
候
由

　

御
膳
召
上
り
引
渡
菓
子
昆
布

　
　

當
寺
よ
り
献
上
品

　
　
　

栗
湯
出　

　
　

 

壱
鉢

　
　
　

梨
子　

　
　
　

壱
鉢

　
　
　

御
所
柿　

　
　

壱
鉢

　
　

外
に

　
　
　

大
饅
頭　

　
　

壱
折

　
　
　

御
所
柿　

　
　

壱
篭

　
　
　

あ
か
ざ
杖　

　

壱
本

　
　
　
　
　
　
　

知
事
■

両
人
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卓
然
慈
眼
よ
り

　
　

献
上
品

　
　
　

岩
石
菖
蒲
着

草
花

一
鉢

山
内
之

ひ
け
か
こ

候
、
是
又
別
紙
有
之

一
御
宮
に
大
曼
頭
五
十
折
入
、
ひ
け
籠
御
所
柿
五
十
入
、
方
丈
よ
り
あ
か
さ
御
つ

へ
壱
本
、
卓
然
慈
照 

岩
付
不
生　
　
　
　

桃
子
冬
至
壱
本
上
ル

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

　

宗
春
は
、
建
中
寺
に
参
詣
後
の
四
時
前
（
午
前
十
時
前
頃
）
に
興
正
寺
へ

到
着
し
た
。
一
行
は
騎
馬
御
目
付
衆
一
人
、
五
十
人
目
付
衆
一
人
、
そ
の
他

に
五
十
人
衆
、
御
側
衆
、
医
師
一
人
な
ど
二
十
五
人
の
お
供
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
一
行
は
ど
の
よ
う
な
コ
ー
ス
で
興
正
寺
へ
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

御
下
屋
敷
か
ら
建
中
寺
へ
、
建
中
寺
か
ら
御
下
屋
敷
の
東
側
の
水
筒
先
筋
を

下
っ
て
飯
田
街
道
へ
出
た
の
か
、
そ
れ
と
も
建
中
寺
の
東
側
の
車
道
筋
を

下
っ
て
街
道
へ
出
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
街
道
へ
出
れ
ば
、
あ
と
は
古

井
、
川
名
、
山
中
、
杁
中
、
八
事
の
道
順
で
進
ん
だ
。
約
六
・
五
キ
ロ
の
距

離
で
あ
る
。

　

現
代
人
の
標
準
で
は
、
一
時
間
で
四
キ
ロ
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う

す
る
と
、
建
中
寺
か
ら
興
正
寺
ま
で
約
一
時
間
四
十
分
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
二
十
五
名
の
一
行
の
た
め
約
二
時
間
か
ら
二
時
間
十
五
分
程

か
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
興
正
寺
に
は

四
ッ
時
頃
前
（
午
前
十

時
前
頃
）
に
着
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
午
前
七
時
半
か
ら
八
時
頃
に
は
建
中

寺
の
参
拝
を
終
え
、
出
発
し
て
い
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
興
正
寺
の

東
山
門
の
黒
門
を
通
り
、
不
動
坂
を
上
っ
て
東
山
の
方
丈
へ
着
い
た
の
で
あ

る
。

　

御
参
詣
留

に
よ
れ
ば
、
宗
春
は
本
堂
よ
り
上
り
、
直
ち
に
父
の
泰
心



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

院
（
三
代
藩
主
綱
誠
）
と
母
の
宣
揚
院
（
梅
津
の
方
）
の
御
位
牌
に
拝
礼
す

る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
順
序
が
か
わ
り
、
先
に
方
丈
へ
行
き
手
な
ど
を
洗
っ

て
浄
め
た
後
、
本
堂
へ
参
詣
さ
れ
、
両
親
の
御
位
牌
に
拝
礼
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て

由
緒
書

に
は
最
初
か
ら
方
丈
へ
行
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
住
職
の
諦
忍
は
そ
れ
以
前
よ
り
本
堂
北
の
中
程
に
着
座
し
て
い
た

よ
う
で
、
宗
春
は
御
霊
前
に
拝
礼
し
た
後
、
本
尊
に
も
拝
礼
し
て
、
初
め
て

諦
忍
と
対
面
さ
れ
懇
ろ
の
挨
拶
を
行
い
、
方
丈
へ
戻
っ
て
休
息
さ
れ
御
土
産

品
を
諦
忍
が
披
露
し
た
。
宗
春
よ
り
下
さ
れ
た
品
は
昆
布
百
枚
、
晒
布
二

疋
、
白
銀
五
枚
で
、
横
山
氏
よ
り
卓
然
に
渡
さ
れ
た
。

　

御
参
詣
留

に
は
、
お
供
の
休
憩
所
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
方
丈
広
間

に
は
御
側
衆
、
食
堂
に
用
意
し
た
茶
弁
当
を
御
小
納
戸
詰
衆
が
受
取
り
、
御

側
衆
の
休
憩
所
と
し
た
。
知
事
寮
は
騎
馬
御
目
付
衆
、
六
畳
仕
切
り
に
五
十

人
御
目
付
、
建
物
を
警
護
す
る
者
は
八
畳
に
御
押
五
人
、
十
二
畳
に
は
小
使

八
人
、
御
長
持
な
ど
を
置
き
、
宗
春
の
道
具
は
玄
関
よ
り
十
二
畳
、
二
ヶ
所

に
か
け
て
置
か
れ
た
。

　

馬
は
風
呂
屋
へ
入
れ
、
今
後
も
御
参
詣
に
く
る
場
合
の
た
め
に
外
に
馬
屋

を
用
意
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
十
人
衆
は
前
寮
の
西
二
つ
、

御
小
人
四
十
八
人
は
玄
関
北
の
外
に
よ
し
垣
葺
敷
、
上
よ
り
で
き
た
休
息

所
、
御
作
事
方
手
代
衆
、
そ
の
外
、
一
所
衆
は
西
寮
、
東
間
西
間
に
は
御
中

間
一
人
、
大
工
肝
入
り
、
御
仲
間
、
御
座
頭
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に

御
参
詣
留

に
よ
っ
て
宗
春
の
御
参
詣
の
様
子
が
明
ら
か

に
な
る
と
と
も
に
、
お
供
の
休
息
所
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
馬
屋
に
つ

い
て
、
興
正
寺
に
は
馬
屋
が
な
か
っ
た
た
め

風
呂
屋

に
入
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
東
山
に
あ
る

浴
場

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
宗
春
が
道
中
、
馬
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
、
し
か
も
、
東

山
の
方
丈
あ
た
り
ま
で
乗
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
興
正
寺
の
御
制

札
に

境
内
放
飼
牛
馬
事

の
禁
制
と
な
っ
て
い
る
が
、
乗
馬
に
つ
い
て
の

禁
制
は
な
い
た
め
、
乗
馬
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
昼
食
と
し
て
興
正
寺
よ
り
三
汁
七
菜
の
御
膳
を
用
意
し
て
出
し

た
。
献
立
に
つ
い
て
は
二
、
三
日
前
に
献
立
の
書
付
を
稲
葉
氏
に
御
覧
い
た

だ
き
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
と
の
外
良
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
宗
春
は
お
膳

を
召
し
上
っ
た
後
、
引
菓
子
と
し
て
山
内
で
と
れ
た
栗
を
湯
出
た
も
の
一

鉢
、
梨
子
一
鉢
、
御
所
柿
一
鉢
を
小
重
箱
に
入
れ
て
差
し
上
げ
た
。
さ
ら
に

御
屋
敷
へ
大
饅
頭
一
折
、
髭ひ

げ

籠こ

に
入
れ
た
御
所
柿
一
籠
、
そ
れ
に
諦
忍
よ
り

あ
か
ざ
の
茎
で
作
っ
た
杖
一
本
が
献
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
知
事
の
卓
然

と
慈
眼
よ
り
は
、
岩
に
つ
い
た
石
菖
蒲
草
花
一
鉢
が
献
上
さ
れ
た
。

ハ
　

昼
食
後
、
宗
春
は
諦
忍
と
親
し
く
話
を
さ
れ
法
語
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の

後
の
こ
と
は
資
料
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
御
参
詣
留

に
は

一
御

飯
相
済
、
方
丈
御
対
座
に
て
御
咄
し
御
法
話
被
申
候
て
、
其
上
御
十
念
御
受

被
遊
候

と
あ
り
、
御
十
念
を
受
け
ら
れ
た
と
あ
る
。
由
緒
書
（
八
事
文

庫
文
書
一
二
八
）
で
は

住
職
諦
忍
比

丘
へ

御
対
面
と
被　

仰
出　

御
自
身
敷
物

被
為
取
て
御
平
座
に
て　

御
嚫
被
遊　

其
上
十
念
真
言
等
御
受
被
為
遊
候
節

は
御
席
を
被
為
退　

御
三
拝
被
為
在
候
事

と
あ
り
、
同
じ
く
八
事
文
庫
文

書
三
四
の

由
緒
書

に
は

諦
忍
御
目
通
え
罷
出
、
十
念
真
言
等
御
受
被



諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

遊
候

と
あ
っ
て
、
諦
忍
よ
り
十
念
、
真
言
等
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
什
物
帳
（
八
事
文
庫
文
書
九
三
）
に
は

中
納
言
宗
春
様
御
寄
附
御

参
詣
之
節
諦
忍
比
丘
光
明
真
言

御
十
念
御
授
法
話
申
上
候

と
あ
り
、
諦

忍
が
光
明
真
言
、
御
十
念
を
授
け
て
法
話
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
ま
で
の

勤
行
次
第
と
は
反
対
で
、
光
明
真
言
が
先
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
覚

（
八
事
文
庫
文
書
一
三
七
）
に
は

諦
忍
比
丘
御
対
談
三
帰
十
念
御
受
ヶ
法

話
御
聴
聞
被
遊
候

と
あ
り
、
宗
春
は
諦
忍
よ
り
三
帰
、
十
念
を
受
け
て
法

話
を
聞
い
て
い
る
。

　

先
に
あ
げ
た

由
緒
書
（
八
事
文
庫
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
宗
春

は
諦
忍
と
対
面
の
際
、
自
分
の
敷
物
（
座
布
団
）
を
は
ず
し
足
を
楽
に
し
て

話
を
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
念
、
真
言
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
時
に
は
席
か

ら
下
っ
て
三
拝
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
考
え
る
と
、
宗
春
は
諦
忍
に
三
帰
、
三
竟
を
受
け
て

か
ら
十
念
、
光
明
真
言
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
三
帰
と
は
三
帰
依

文
の
こ
と
で
、
弟
子
某
甲　

尽
未
来
際　

帰
依
仏　

帰
依
法　
帰
依
僧

と
三
回
唱
え
、
仏
法
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
三
竟
、

十
善
戒
を
受
け
る
。

　

次
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
十
遍
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
阿
弥
陀
仏
の

極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
十
念
を
行
い
、
そ
の
後
、
大
日
如
来
の
真
言
で
あ

る
光
明
真
言
（
唵お

ん　

阿あ

暮ぼ

伽ぎ
や　

廃べ
い

嚕ろ

者し
や

娜の
う　

摩ま

訶か

畝ぼ

捺だ

囉ら　

麼ま

に

鉢は
ん

頭ど

麼ま　

入じ
ん

縛ば

ら　

跛は

囉ら

韈ば

利り　

哆た

野や　

吽う
ん

）
を
唱
え
れ
ば
、
仏
の
光
明
を
得
て
諸
の

罪
報
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
秘
密
念
仏
（
真
言
念
仏
）
の
教
え
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
際
、
宗
春
は
席
か
ら
下
っ
て
三
拝
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
知
事

の
卓
然
と
慈
眼
に
も
思
い
や
り
の
言
葉
を
か
け
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
落
ち
つ
か
れ
た
と
こ
ろ
で
、
宗
春
は
た
ば
こ
を
吸
っ
て
よ
い
か

と
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
先
に
稲
葉
氏
よ
り
お
頼
み
が
あ
り
、
先

年
、
二
代
藩
主
光
友
も
参
詣
の
際
に
召
し
上
が
ら
れ
た
と
申
し
上
げ
る
と
、

宗
春
は
ご
満
悦
で
、
た
ば
こ
を
吸
わ
れ
た
。
宗
春
が
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
は

遊
女
濃
安
都

に

五
尺
計
の
御
煙
筒
御
持
奥
御
茶
道
衆

其
先
か
つ
ぐ

と
い
っ
て
お
り
、

長
い
煙
管
を
持
た
せ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
参
詣

の
際
の
装
束
は
、
宗
春
も
お
供
も
熨の

斗し

目め

で
麻
の
上か
み

下し
も

の
礼
装
で
あ
っ
た
。

　

御
参
詣
所
は
護
摩
堂
、
経
蔵
、
大
日
堂
、
西
山
の
虚
空
蔵
堂
（
能
満
堂
）

で
、
虚
空
蔵
堂
に
お
い
て
休
息
の
後
、
弥
陀
堂
へ
参
詣
さ
れ
た
。
弥
陀
堂
で

は
以
前
、
自
分
が
揮
毫
し
た
山
号
額
の
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
光
友
よ
り
寄
附
さ
れ
た
唐
画
釈
尊
説
法
の
大
曼
荼
羅
と
宣

揚
院
よ
り
寄
附
さ
れ
た
浄
土
曼
荼
羅
が
御
堂
の
左
右
に
掛
け
ら
れ
て
お
り
、

諦
忍
は
そ
れ
に
つ
い
て
講
釈
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
宗
春
は
大
変
に
喜
ば

れ
た
。
諦
忍
の
具
体
的
な
説
明
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
大
幅
の
両

図
が
興
正
寺
に
所
蔵
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
縁
由
な
ど
で
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
次
に
観
音
堂
へ
参
詣
さ
れ
、
光
友
よ
り
寄
附
さ
れ
た
御
守
御
本
尊

の
観
世
音
菩
薩
に
拝
礼
す
る
と
と
も
に
諦
忍
よ
り
説
明
を
受
け
た
。
そ
し
て

玄
関
で
は
、
興
正
寺
の
衆
僧
に
向
っ
て
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
西
山
の

方
丈
で
休
息
し
、
お
茶
や
お
菓
子
を
召
し
上
が
ら
れ
た
。
な
お
、
御
側
衆
も

同
じ
よ
う
に
お
茶
や
お
菓
子
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
宗
春
と
お
供
は
こ
こ
で
御
服
を
御
召
し
替
え
ら
れ
て
東
山
へ

帰
っ
た
。
そ
の
途
中
、
西
山
で
松
茸
を
御
覧
に
な
り
少
々
ご
満
悦
で
、
そ
れ



由
緒
書
（
文
書
三
四
）

　

昼
後
、
諦
忍

　

御
目
通
え
罷
出
、
十
念
真
言
等
御
受
被
遊
候

　

其
節
知
事
両
人
え
御
目
見
被
仰
付
候

　

其
後
、
護
摩
堂
、
経
蔵
、
大
日
堂
、
西
山
虚
空
蔵
堂
え
御
参
詣
被

遊　

御
小
休
之
上
弥
陀
堂
え
被
為　

成
、
先
年

　

瑞
龍
院
様
よ
り
御
寄
附
被
遊
候
唐
画
釈
尊
像

　

宣
揚
院
様
よ
り
御
寄
附
被
遊
候
浄
土
曼
荼
羅
、
右
之
二
品
堂
中
左

右
に
懸
置
、
諦
忍
之
講
釈
被　

仰
付
御
聴
聞
被
遊
、
夫
よ
り
観
音

堂
へ
御
参
詣
被
遊
、
玄
関
に
て
衆
僧
え
御
目
見
被　

仰
付

直
に
西
山
方
丈
え
被
為

成
御
小
休
被
遊
候
付
、
御
茶
御
菓
子
等

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

　

御
昼
後
、
住
職
諦
忍
比

丘
へ

　

御
対
面
と
被　

仰
出
、
御
自
身
敷
物
被
為
取
て
御
平
座
に
て　

御

噺
被
遊
、
其
上
十
念
真
言
等
御
受
被
為
遊
候
節
は
御
席
を
被
為
退

御
三
拝
被
為
在
候
事

　

其
後
、
知
事
役
卓
然
慈
眼 

わ
り
来
る

者
共
へ

御
目
見
被
為　

仰
付
厚
キ
御
言
葉

頂
戴
仕
候

　
　

夫
よ
り
御
た
ば
こ
用
ひ
さ
せ
ら
れ
て
も
苦
し
か
ら
さ
る
や
と 

御
尋
御
座
候
付
、
先
年
瑞
龍
院
様
御
成
之
節
も
御
用
御
座
候
よ
し

申
上
候
得
は

　

御
前
御
た
は
こ
御
用
ひ
ら
れ
候
事

　

御
前
御
装
束
の
し
め
麻
上
下
御
供
衆
■

の同
断し

め
麻
上
下
■

一
御
参
詣
所
は

　

護
摩
堂　

経
蔵　

大
日
堂

　

西
山

　
　

虚
空
蔵
堂
虚
空
蔵
堂
に
て

御
休
足

弥
陀
堂

　
　
■

右
之
諸
堂
■

　
■

御
参
詣
於
■

弥
陀
堂
に
て
先
年
瑞
龍
院
様
よ
り
御
寄
附
被
為　

遊

候

　
■

渡
■

唐
画
■

之
■

釈
尊
説
法
之
大
曼
荼
羅

　

宣
陽

（
マ
マ
）院

様
よ
り
御
寄
附
被
遊
候

　
　

浄
土
曼
荼
羅

　
　
　

右
之
二
品
堂
之
左
右
に
懸
諦
忍
比
丘
講
釈
被
申
上
、
具
に

　
　
　

御
聴
聞
被
為
遊
御
満
悦
之
由
に
御
座
候

　
　
　

夫
よ
り
観
音
堂
え
御
参
詣

　

瑞
龍
院
様
よ
り
御
寄
附
被
遊
候
御
守
御
本
尊

　
　

観
■

世
■

音
■

菩尊
薩
■　

御
拝
礼
被
為
遊
、
玄
関
に
て
衆
僧
え
御
目
見
被
為

　

仰
付
、
御御
声
被
為
懸

意
之
御
言
葉

頂
戴
仕
候

直
に
西
山
方
丈
■

之え
間
え
■

被
為
入
御
休
■

息
■

御
茶
菓
子
差
上
候
處
被

両
人

ハ 

昼
食
後
の
御
参
詣

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

一
御
飯
相
済
、
方
丈
御
対
座
に
て
御
咄
し
御
法
話
被
申
候
て
、
其
上
御
十
念
御
受

被
遊
候
、
稲
葉
氏
卓
然
引
合
被
下
候
、
御
前
に
も
御
敷
物
御
取
り
被
遊
候
由
、

方
丈
に
は
東
山
本
堂
裏
堂
に
居
間
す
る

一
御
前
御
た
は
こ
之
義
は
、
先
達
て
稲
葉
よ
り
御
頼
被
下
候
に
付
、
瑞
龍
院
様
任

例
召
上
り
候
様
に
申
上
候
、
御
満
悦
之
由

一
御
前
在
之
分
御
熨
斗
目
御
上
下
、
御
供
熨
斗
目
麻
上
下

一
御
参
詣
、
護
摩
堂
・
経
堂
・
大
日
尊
・
西
山
能
満
堂
え
御
休
息
、
弥
陀
堂
■

瑞
■

御

寄
附
唐
金
大
幡
、
宣
陽

（
マ
マ
）院

様
御
寄
附
曼
多

（
マ
マ
）羅

、
方
丈
講
談
被
致
候
、
観
音
堂

に
て
本
尊
・
瑞
龍
院
様
御
所
持
義
被
申
上
候

一
西
山
方
丈
居
間
へ
御
入
被
遊
候
て
御
休
息
、
又
々
御
茶
菓
子
差
上
、
御
側
衆
へ

筈
候

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号



　

　

奉
献
進
候

　

夫
よ
り
猶
又
東
山
え
被
為
入
、
松
茸
為
御
取
に
相
成

　

其
後
方
丈
え
被
為
■

成
、
御
小
休
被
遊
候
付
、
御
茶
御
菓
子
等
奉
献

進
候
、
夫
よ
り
猶
又
東
山
え
被
為　

入
松
葺
為
御
取
に
相
成
、
其

後
方
丈
え
被
為
■

　

成
御
膳
被
為

　

召
上
御
膳
當
寺
よ
り

奉
献
上
候　

　

帰
御
被
遊
候

　

召
上
、
御
側
之
衆
へ
も
被
下
置
候
由
、
御
服
被
為
召
替

　

東
山
え
御
帰
有
て
松
茸
御
上
覧
卓
然　
　
　

御
案
内
仕
候
御
取
ら
せ
之
茸
共
御
殿

え
為
御
持
御
喜
悦
之
御
事

　
■

大
日
尊
広
庭
に
て
先
年
瑞
龍
院
様
御
建
立
之
儀
共
御
尋
被
遊

卓
然
御
答

申
し
上
候
夫
よ
り
■

方
丈
え
被
為
成
御
膳
被
召
上　

御
膳
此
方
よ
り
奉

献
上
候

　
　
■

菜
飯　

田
楽　

冬
瓜蔦か
け御

意
に
入
候
由
に
て
被　

召
上
候
事
、

住其
後

職
え
■

　

其
後
住
職
え

　

御
念
頃
之
■

厚
き
■

御
■

挨意
拶
■

被
仰
聞
、
御
暇
乞
被
為
■

在
追
付
■ 

■

御
立
■

御

機
嫌
能
御
帰
館
被
遊
し

又

東
山

被
下
候
由
、
夫
よ
り
御
服
御
召
か
へ
、
御
供
も
同
断
、
東
山
へ
御
帰
り
、
西
山

に
て
松
茸
御
覧
、
少
々
出
御
満
悦
、
御
殿
へ
御
持
参

一
■

大
日
尊
広
庭
に
て
御
休
■

、
卓
然
義
東
山
方
丈
に
て
御
目
見
被
仰
付
候
、
御
参

詣
、
山
内
御
案
内
仕
候
様
被
仰
付
候

一
大
日
尊
広
庭
に
て
御
休
息
、
先
年
御
参
詣
被
遊
候
、
■

其
■

山
内
寮
舎
等
談
、
卓

然
へ
御
尋
被
遊
候
、
方
丈
へ
御
帰
り
御
休
息
、
御
茶
漬
差
上
可
申
候
由
、
伺
申

候
処
、
可
然
御
事
差
上
申
候
、
菜
飯
に
て
ん
楽
、
冬
瓜
に
く
す
か
け
、
茶
計
り

に
て
宜
召
上
り
候
、
近
付
■

御
立
■

方
丈
御
暇
乞
広
間
北
よ
り
に
て
着
座
、
御
前

は
当
日
□
□
御
挨
拶
被
遊
候
て
御
立
、
卓
然
は
□
□
本
堂
縁
北
方
に
罷
有
、
稲

葉
氏
・
鈴
木
氏
御
路
よ
り
被
帰
候
、
衆
は
南
方
に
て
御
見
送
り
被
申
候
、
■

御

暇
乞
申
上
候
て
卓
然
本
堂
縁
北
方
に
罷
出
、
七
蔵
殿
・
佐
々
蔵
殿
は
南
方
に
敷

登
し
て
御
見
送
り
被
申
候
■

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

を
取
ら
せ
て
御
殿
へ
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
日
尊
前
の
広
庭
で
は
少

し
お
休
み
な
さ
れ
て
、
光
友
に
よ
っ
て
御
建
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
尋
ね
ら

れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
卓
然
が
答
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
方
丈
へ
帰
り
小
休

止
し
た
後
、
御
茶
漬
を
召
し
上
が
っ
た
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
菜
飯
、
田
楽
、

冬
瓜
の
葛
か
け
で
、
お
茶
も
召
し
上
が
ら
れ
た
。

　

御
参
詣
留

に
よ
れ
ば
、
お
立
ち
の
時
間
が
近
づ
く
と
、
諦
忍
は
広
間

の
北
よ
り
に
着
座
さ
れ
、
宗
春
は
挨
拶
し
て
帰
館
さ
れ
た
。
卓
然
は
本
堂
の

北
よ
り
に
い
た
。
稲
葉
氏
と
鈴
木
氏
は
飯
田
街
道
よ
り
帰
ら
れ
た
。
興
正
寺

の
弟
子
た
ち
は
南
側
か
ら
お
見
送
り
し
て
い
る
。

ニ
　

翌
三
日
、
諦
忍
は
卓
然
を
稲
葉
、
横
山
両
氏
へ
遣
わ
し
、
宗
春
の
御
機
嫌

を
伺
っ
て
い
る
。
当
日
、
諸
堂
へ
参
詣
さ
れ
た
時
の
お
備
物
（
御
初
穂
）
は

大
日
尊
へ
金
三
百
疋
、
護
摩
堂
、
能
満
堂
（
虚
空
蔵
堂
）、
弥
陀
堂
、
観
音

堂
へ
各
金
二
百
疋
宛
、
そ
れ
に
泰
心
院
様
（
父
、
綱
誠
）
御
霊
前
へ
白
銀
三

枚
、
宣
揚
院
様
（
母
、
梅
津
の
方
）
御
霊
前
へ
白
銀
二
枚
、
さ
ら
に
西
山
弥

陀
堂
の
畳
料
と
し
て
金
五
両
、
知
事
の
卓
然
と
慈
眼
へ
各
金
二
百
疋
宛
、
興

正
寺
の
弟
子
中
の
証
運
、
聞
性
、
戒
岩
、
教
順
、
恵
範
、
真
龍
、
恵
明
の
七

人
へ
金
百
疋
宛
を
供
養
さ
れ
た
。
二
種
の

由
緒
書

に
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
御
参
詣
留

に
は
方
丈
（
諦
忍
）
へ
の
御
土
産
と
し
て
菓
子
、
昆

布
百
枚
、
さ
ら
に
白
銀
五
枚
、
晒
二
疋
が
御
備
物
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
御
参
詣
留

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
由
緒
書
（
文
書
一

二
八
）
に
よ
れ
ば
、
同
月
二
十
一
日
に
宝
泉
院
様
、
左
近
殿
、
お
は
る
殿
ら

宗
春
の
側
室
の
御
女
中
方
が
興
正
寺
へ
参
詣
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
八
事



由
緒
書
（
文
書
三
四
）

　

右
諸
堂
え
御
参
詣
被
遊
候
付
、
御
備
物
等
左
に
書
上
ケ
申
候

　
泰
心
院
様
御
牌
前
え

　
　
　
　

白
銀
三
枚

　
宣
揚
院
様
御
牌
前
え

　
　
　
　

白
銀
弍
枚

　
大
日
尊
え

　
　
　
　

金
三
百
疋

　
護
摩
堂
え

　
　
　
　

金
弐
百
疋

　
虚
空
蔵
堂
え

　
　
　
　

同
断

　
弥
陀
堂
え

　
　
　
　

同
断

　
観
音
堂
え

　
　
　
　

同
断

　
西
山
弥
陀
堂
え

　
　
　
　

畳
料
金
五
両

　
外
に
知
事
両
人
え

　
　
　
　

金
弐
百
疋
宛

　
衆
僧
七
人
え

　
　
　
　

金
百
疋
宛

ニ 

翌
九
月
三
日
の
様
子
と
御
備
物

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

一
翌
三
日
御
前
、
昨
日
御
機
嫌
宜
御
帰
り
被
遊
候
哉
、
為
御
伺
卓
然
差
上
申
候

旨
、
稲
葉
氏
へ
遣
し
候

　
　
　

御
初
穂
覚

一　

大
日
尊
え 

 

金
三
百
疋

一　

護
摩
堂
え 

 

同
弐
百
疋

一　

能
満
堂
え 

 
同
弐
百
疋

一　

阿
弥
陀
堂
え 

 
同
弐
百
疋

一　

観
音
堂
え 

 

同
弐
百
疋

一　

泰
心
院
様
御
霊
前
え  

白
銀
三
枚

一　

宣
陽
（
マ
マ
）院
様
御
霊
前
え 　

　

白
銀
弐
枚

　
　
　

右
通

一　

方
丈
え 

菓
子
昆
布
百
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
土
産

　
　
　

追
て

一　

白
銀
五
枚

一　

晒　

弐
疋

　
　
　

方
丈
え

一　

金
五
両　

　
　
　

西
山　

本
堂
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
畳
料

一　

同
弐
百
疋
ツ

　ヽ
　
　
　

卓
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
眼
え

一　

同
百
疋
ツ

　ヽ
　
　
　
　

弟
子
中
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

証
運
・
聞
性
・
戒
岩
・
教
順
・
恵
範
・
真
龍
・
恵

明

　

右
之
通
参
り
候
、
目
録
は
別
に
有
之
候

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

　
■

翌
日
、
御
伺
之
た
め
知
事
卓
然
を
以
稲
葉
氏
横
山
氏
迠
遣
候
事

御
機
嫌
御
伺
申
上
候
■

　
　
　

右
節
■

目
録
■

　
　
　

御
備
品

被
下
物
目
録

　

泰
心
院
様
御
霊
前
え 

白
銀
三
枚

　

宣
陽
（
マ
マ
）院
様
御
霊
前
え 

白
銀
弍
枚

　

大
日
尊
へ 

金
三
百
疋

　

護
摩
堂
へ 

金
弐
百
疋

　

虚
空
蔵
堂
へ 

金
弍
百
疋

　

弥
陀
堂
へ 

金
弐
百
疋

　

観
音
堂
へ 

金
弐
百
疋

　

西
山
弥
陀
堂
畳
料 

金
五
両

　
　
　

外
に

　
　

知
事
役　

卓
然
へ 

金
弐
百
疋

　
　
　
　
　
　

慈
眼
へ 

金
弐
百
疋

　
　

大
衆　

　

七
人
え 

金
百
疋
つ

一　

同
月
廿
一
日
御
女
中
方

　
　
　

泉
様　

左
近
殿　

お
は
る
殿　

御
参
詣

　
　
　

泉
様
よ
り
御
備
品

　
　
　

大
日
尊
え 

金
弐
百
疋

　
　
　

虚
空
蔵
堂
へ 
金
弍
百
疋

　
　
　

弥
陀
堂
へ 
金
弐
百
疋

　
　
　

観
音
堂
へ 

金
弐
百
疋

　
　
　

左
近
殿　

お
は
る
殿
よ
り
御
備
品

　
　
　

大
日
尊
え 

金
弐
百
疋

愛
知
学
院
大
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教
養
部
紀
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由
緒
書
（
文
書
三
四
）

ホ 

別
紙

に
あ
た
る
二
枚
の

覚

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

 

此
弐
枚
は
此
間
へ
入
可
然
所
ヘ
入
可
申
候　

　
　

　
　
　

覚

一　

取
持
之
義
は
稲
葉
氏
迄
聞
合
申
候
処
、
本
名
古
屋
辺
其
外
共
に
一
向
不
相
成

候
由
、
寺
領
百
姓
、
村
方
共
は
召
仕
同
様
不
苦
候
と
申
事
故
為
付
致
候
、
笠

寺
勝
九
郎
、
川
名
村
太
助
、
内
分
に
て
松
田
善
助
殿
へ
同
九
蔵
此
所
相
頼
調

菜
等
板
斎
之
間
合
申
候

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

一　

御
次
え
廿
五
菜
に
て
出
候
廿
五
人
分
、
其
外
御
表
よ
り
御
供
衆
一
向
仕
度
出

し
候
及
不
申
候
由
、
御
座
候
処
、
差
懸
り
手
当
致
し
呉
候
様
に
被
申
聞
候

故
、
一
汁
三
菜
に
て
御
目
付
衆
、
房
子
役
押
十
人
計
り
出
申
候

一　

御
小
人
五
十
人
へ
白
飯
紙
包
弍
つ
ゝ
遣
し
候
、
御
小
人
頭
へ
切
手
相
渡
し
取

か
へ
相
渡
し
候
、
□
□
□

一　

献
立
等
品
々
追
て
及
挨
拶
候
、
品
書
付
別
記
有
之

　

前
後
上
下
御
尊
儀
よ
く
相
済
申
候
也

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

山
諦
忍
和
尚
年
譜

な
ど
の
伝
記
資
料
で
は
、
九
月
二◎

十◎

日◎

と
な
っ
て
お

り
、
宗
春
と
同
じ
く
十
念
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
際
、
宝
泉
院
様
よ
り
大
日

尊
、
虚
空
蔵
堂
、
弥
陀
堂
、
観
音
堂
へ
各
金
二
百
疋
宛
が
お
備
物
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
左
近
殿
と
お
は
る
殿
か
ら
は
大
日
尊
へ
金
二
百
疋
が
お
備
物

と
さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
御
女
中
方
は
女
人
禁
制
の
東
山
伽
藍
で
は
な

く
、
西
山
の
弥
陀
堂
で
十
念
の
教
え
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ホ
　

御
参
詣
留

の
最
後
に
あ
る

覚

は
、
留
書
の
該
当
す
る
所
に
追
加

さ
れ
る
文
で
あ
る
。
二
ヶ
所
あ
り
、
御
参
詣
留

に
あ
る

別
紙

が
こ

れ
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
最
初
の
文
は

御
参
詣
の
準
備

の

別
紙
有

之
候

に
あ
た
り
、
も
う
一
つ
は
九
月
二
日
午
前
中
の
御
参
詣
の

是
又
別

紙
有
之

の
別
紙
に
あ
た
る
。

　

以
上
、
御
参
詣
留

と
二
種
の

由
緒
書

か
ら
興
正
寺
へ
参
詣
し
た

宗
春
と
諦
忍
と
の
交
流
を
な
が
め
て
き
た
。
特
に
、
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日

の
参
詣
の
様
子
は

御
参
詣
留

と

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
の
見
せ

消
ち
に
よ
っ
て
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
宗
春
は
諦
忍
の
伝
記
資

料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
以
来
、
翌
年
（
明
和
元
年
）
十
月
八
日
に
薨
ぜ
ら
れ
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諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

る
ま
で
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
十
念
の
称
名
と
光
明
真
言
を
毎
日
唱
え
て
い
た

と
い
わ
れ
、
宗
春
の
最
晩
年
は
諦
忍
よ
り
安
心
を
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日
の
宗
春
参
詣
の
際
、
弥
陀

堂
に
は
光
友
寄
附
の
唐
画
釈
迦
説
法
大
曼
荼
羅
と
宣
揚
院
寄
附
の
浄
土
曼
荼

羅
が
掛
け
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
諦
忍
が
詳
し
く
講
釈
し
た
と
こ
ろ
宗
春
は

御
満
悦
で
あ
っ
た
。
諦
忍
の
説
明
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
両
曼
荼
羅
図
が
興
正
寺
に
所
蔵
す
る
は
こ
び
と

な
っ
た
縁
由
な
ど
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
由
緒
を
な
が
め
て
み
よ

う
。

　

最
初
に
、
唐
画
釈
迦
説
法
大
曼
荼
羅
は

広
縁
起
（
文
書
十
二
）
に
よ

れ
ば
、

　

一　

元
禄
十
一
年
寅
六
月
廿
一
日
唐
絵
大
釈
迦
光
友
公
御
寄
附
被
成
候
事

　
　
　
　
　

…

　

一　

元
禄
十
一
年
寅
十
一
月
廿
八
日
御
建
立
之
宝
蔵
出
来
蔵
中
本
尊
大
幅

釈
迦
尊
入
仏
供
養

と
あ
り
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
六
月
二
十
一
日
に
光
友
が
寄
附
し
た

も
の
で
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
完
成
し
た
宝
蔵
の
本
尊
と
し
て
入
仏
供
養

が
行
わ
れ
て
い
る
。
宝
蔵
は
元
禄
九
年
四
月
の
境
内
図
に
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
月
の
真
隆
実
厳
代
に
お
け
る
板
木
の

尾

州
八
事
山
之
図
（
板
木
九
三
）
に
は
、
東
山
本
堂
の
裏
に

ほ
う
ぞ
う

と
あ
る
。
そ
の
位
置
は
元
禄
九
年
の
境
内
図
に
お
い
て
土
蔵
と
な
っ
て
お

り
、
土
蔵
が
宝
蔵
に
変
わ
っ
て
本
尊
と
し
て
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
享

保
三
年
（
一
七
一
八
）
四
月
に
興
正
寺
よ
り
寺
社
奉
行
所
へ
出
し
た

両
山

由
緒
縁
起
（
文
書
二
四
八
六
）
に
よ
れ
ば
、
宝
蔵
は
二
間
、
三
間
の
瓦
葺

と
い
う
。

　

唐
画
の
大
き
さ
は

什
物
帳
（
宝
永
四
年
八
月
、
文
書
四
十
八
）
に
よ

れ
ば
、

　

釈
迦
絵
像　
箱
有
り　

宝
蔵
本
尊　
　
　
　
　

一
幅

　
　
　

御
長　

竪
一
丈
一
尺
九
寸

　
　
　
　
　
　
　

一
丈
弍
寸
七
分

と
あ
り
、
縦
は
一
丈
一
尺
九
寸
（
現
在
の
軸
装
は
二
・
七
九
メ
ー
ト
ル
）、

横
は
一
丈
二
寸
七
分
（
現
在
の
軸
装
は
二
・
七
四
メ
ー
ト
ル
）
の
大
幅
で
あ

る
。
ま
た
、
絵
像
の
名
も

由
緒
書

や

覚

な
ど
に
よ
り

唐
画
釈

迦
説
法
大
曼
荼
羅

大
幅
釈
迦
尊

釈
迦
絵
像

渡
り
釈
迦
尊
絵
像

渡
釈
迦
尊
説
法
絵
像

な
ど
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五

四
）
閏
七
月
の

覚
（
文
書
一
一
九
）
に
は
、

　
　

元
禄
十
一
年
寅
八
月
三
日

　

○
渡
釈
迦
尊
説
法
絵
像　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　
　
　
　

但
大
幅　

宋
思
恭
之
筆

と
あ
り
、
宋
代
の
思
恭
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
思
恭
作
と
伝
え

る
の
は

覚
（
文
書
一
一
九
）
が
最
初
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の

由
緒

書

や

覚

に
は
全
く
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
唐
画
と
か
渡
り



諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
後
期
頃
に
宋
代
の
有
名
な
画
士
張
思
恭
作
に
充

て
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
画
の
伝
承
は
、
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
の
時

に
得
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
を
光
友
よ
り
興
正
寺
へ
寄
附
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
尾
張
藩
士
の
細
野
要
斎
の
著
わ
し
た

感
興
漫

筆

巻
二
に
も

　

○
八
事
山
紀
行

　
　

天
保
十
三
壬
寅
四
月
九
日
、
八
事
山
開
帳
終
り
の
日
也
。
…
…

　
　

本
堂　

本
堂
の
額
無
量
光
と
あ
り
、
諦
忍
の
書
也
。

　
　
　

正
面
は
弥
陀
、
慈
覚
大
師
作
。

　
　
　

東
は
宋
朝
思
恭
の
作
、
釈
迦
説
法
の
図
。

　
　
　

秀
吉
公
朝
鮮
征
伐
の
時
に
得
る
所
也
と
い
ふ
、
光
友
公
よ
り
御
寄
附

也
。

　
　
　

当
山
第
一
の
宝
物
な
り
と
云
。

　
　
　

西
は
当
麻
曼
荼
羅
、
宣
揚
院
殿
御
寄
附
。

と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
画
は
仏
像
の
図
相
、
筆
致
、
彩
色
な
ど
か
ら
李
朝
仏
画

と
考
え
ら
れ
る
が
、
我
が
国
で
表
装
し
直
し
た
時
に

唐
絵
釈
迦
説
法
図

な
ど
と
記
さ
れ
、
中
国
人
画
匠
思
恭
の
作
と
伝
承
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て

感
興
漫
筆

に
い
う
よ
う
に
、
興
正
寺
の
御
開
帳
に
は
当
麻

曼
荼
羅
（
浄
土
曼
荼
羅
）
と
と
も
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。

　

次
に
浄
土
曼
荼
羅
は

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
宣
揚
院

様
よ
り
の
御
寄
附
品
の
書
上
に
、

　
寛
保
二
戌
年
四
月
御
奉
納

　

浄
土
曼
荼
羅
大
幅　

軸

に

表
具
御
紋
附　 

一
幅

と
あ
り
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
四
月
に
宣
揚
院
が
奉
納
し
た
。
し
か

し
、
諦
忍
の
伝
記
資
料
で
は
三
月
に
寄
附
さ
れ
、
諦
忍
を
導
師
と
し
て
開
眼

供
養
を
修
行
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
図
は
縦
二
・
〇
一
メ
ー

ト
ル
、
横
二
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
大
幅
で
、
当
麻
曼
荼
羅
の
四
分
の
一
の
写

し
で
あ
る
。
奉
納
以
後
、
毎
年
春
秋
の
彼
岸
に
掛
け
ら
れ
、
法
要
を
修
行
し

て
い
た
こ
と
が
天
明
八
年
十
月
の

葵
御
紋
付
御
改
書
上
之
扣
（
文
書
三

九
）
に

一　

浄
土
曼
荼
羅 

一
幅　
箱
共

　
　
右
は
寛
保
二
年
四
月
御
寄
附
、
其
以
後
毎
年
二
季
之
彼
岸
に
掛
法
要
修
行
仕
候

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

　

興
正
寺
に
所
蔵
す
る
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
四
月
改
記
の

由
緒
書

（
文
書
三
四
）
を
中
心
に
し
て
、
宗
春
ら
が
寄
附
し
た
寺
宝
を
と
り
あ
げ
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
他
の
由
緒
書
や
諦
忍
の
伝
記
資
料
な
ど
も
合
わ
せ
て
考
察

を
加
え
て
み
よ
う
。

イ一
、
八
事
山

　

こ
れ
は
宗
春
自
筆
の
山
号
の
掛
物
で
あ
る
。
由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に

よ
れ
ば
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
九
月
五
日
に
表
具
装
さ
れ
、
桐

箱
に
納
め
ら
れ
て
稲
葉
七
蔵
の
取
次
に
よ
っ
て
興
正
寺
へ
納
め
ら
れ
た
。
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そ
の
際
、
書
面
を
写
し
取
り
額
に
す
る
よ
う
に
金
子
も
下
さ
れ
、
額
を
西

山
弥
陀
堂
に
掲
げ
た
。
と
あ
る
。
し
か
し
、
諦
忍
の
伝
記
資
料
に
よ
る

と
宝
暦
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。
自
筆
の
掛
物
は
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
、
現
在

も
所
蔵
し
て
い
る
。

二
、
打
敷 

一
枚

　

こ
れ
は
繻
子
地
で
、
宝
暦
十
一
年
九
月
五
日
に
寄
附
さ
れ
た
。

三
、
御
紋
附
純
（
マ
マ
）子
卓
囲 

一
枚

四
、
御
紋
附
挑
燈 

二
張

五
、
唐
銅
燈
篭 

二
基

　

た
だ
し
、
銘
文
な
ど
は
な
い
。

六
、
御
紋
附
純
（
マ
マ
）子
水
引 

一
枚

　

三
よ
り
六
ま
で
の
寄
附
年
月
日
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
な
お
、
由
緒

書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
六
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ

り
に

九
條
袈
裟　

一
衣

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宗
春
が
興
正
寺
へ
御
成

の
時
に
下
さ
れ
た
晒
布
に
よ
っ
て
袈
裟
を
作
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
什
物

と
し
た
の
で
あ
る
。

ロ一
、
御
紋
附
戸
帳　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚

　

た
だ
し
、
錦
地
で
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
に
寄
附
さ
れ
た
。

二
、
幡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
流

　

こ
れ
は
剣
葵
御
紋
附
で
、
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
二
月
に
寄
附
し
て
い

る
。
な
お
、
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
袖
幡
で
四
流
と

な
っ
て
い
る
。

三
、
浄
土
曼
荼
羅　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　

表
具
軸
共
御
紋
附
で
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
四
月
に
寄
附
さ
れ
た
。

八
事
山
諦
忍
和
尚
年
譜

諦
忍
和
上
伝

で
は
同
年
三
月
と
な
っ
て
お

り
、
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
で
は
大
幅
と
い
う
。

四
、
幡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
流

　

剣
葵
御
紋
附
で
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
九
月
の
参
詣
し
た
際
に
寄
附

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宣
揚
院
は
同
年
九
月
二
日
に
卒
去

し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
。
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に

お
け
る
袖
幡
四
流
と
は
、
本
幡
二
流
を
合
わ
せ
て
称
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
寄
附
年
次
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
由
緒
書
（
文
書
三

四
）
よ
り
寛
保
三
年
九
月
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

五
、
御
紋
附
水
引　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚

　

こ
れ
は
地
花
色
純
子
で
あ
っ
た
が
、
寄
附
年
月
日
は
明
ら
か
に
な
ら
な

い
。

六
、
御
祠
堂
金
二
拾
両

　

寄
附
年
月
日
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
寺
社
奉
行
所
立
合
金
と
し
て
預

か
っ
て
お
り
、
毎
年
、
利
息
の
銀
十
二
匁
ず
つ
下
さ
れ
る
。

七
、
瑞
龍
院
様
御
位
牌　
　
　
　
　
　

一
基

　

二
代
藩
主
光
友
の
位
牌
、
寄
附
年
月
日
は
不
明
。

八
、
晃
禅
院
様
御
位
牌　
　
　
　
　
　

一
基

　

六
代
藩
主
継
友
の
位
牌
、
寄
附
年
月
日
は
不
明
。

九
、
宣
揚
院
様
御
自
身
御
位
牌　
　
　

一
基

　

宣
揚
院
自
ら
の
位
牌
で
、
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
剣
葵
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御
紋
附
の
御
厨
子
に
入
っ
て
い
る
。
瑞
龍
院
様
、
晃
禅
院
様
の
位
牌
と
共

に
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
納
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
、
御
紋
附
挑
燈　
　
　
　
　
　
　
　

二
張

十
一
、
源
敬
様
御
自
筆
三
幅
対
掛
物　

三
幅

十
二
、
瑞
龍
院
様
御
賀
鳩
御
杖　
　
　

一
本

　

光
友
の
御
杖
。

十
三
、
瑞
龍
院
様
御
筆
色
紙
掛
物　
　

一
幅

　

光
友
の
色
紙
。

十
四
、
黒
棚
外
ニ
棚
添 

一
箇

　

た
だ
し
、
金
物
で
剣
葵
紋
附
で
あ
る
。

十
五
、
剣
葵
御
紋
附
御
手
あ
ぶ
り　
　

一
箇

十
六
、
剣
葵
御
紋
附
文
庫　
　
　
　
　

一
箇

十
七
、
梨
子
地
蒔
絵
小
箱　
　
　
　
　

一
箇

十
八
、
御
紋
附
御
茶
台　
　
　
　
　
　

一
箇

十
九
、
御
紋
附
天
目
台　
　
　
　
　
　

一
箇

二
十
、
石
之
宝
塔　
　
　
　
　
　
　
　

三
基

　

御
銘
文
な
ど
は
な
い
。
光
友
、
宗
春
及
び
御
自
身
の
菩
提
の
た
め
元
文
元

年
（
一
七
三
六
）
十
月
五
日
に
造
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
由
緒
書

（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
年
月
日
な
ど
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
が

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に
よ
る
寄
附
品
で
あ
る
が
、
由
緒

書
（
文
書
一
二
八
）
に
は
、
そ
の
他
に

瑞
龍
院
様
御
筆
和
歌　
　
　
　
　
　
　

一
幅

瑞
龍
院
様
御
所
持
御
笛　
　
　
　
　
　

二
管

　

た
だ
し
、
一
管
に
は
鳳
吹
と
銘
が
あ
る
。

晃
禅
院
様
御
自
筆
忠
之
字
掛
物　
　
　

一
幅

右
の
三
品
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

ハ一
、
章
善
院
様
富
士
の
御
吹
絵　
　
　

一
幅

二
、
章
善
院
様
御
所
持
水
精
数
珠　
　

一
連

三
、
山
林　
　
　

愛
知
郡
新
屋
敷
村
之
内
一
ケ
所

　

こ
の
山
林
は
宝
泉
院
よ
り
御
祠
堂
金
拾
両
御
寄
附
の
御
内
意
が
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
金
子
に
よ
り
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
松
山
を
求
め
て
御
祠

堂
山
と
し
た
。
宝
泉
院
も
御
満
悦
で
あ
る
こ
と
を
天
明
三
年
（
一
七
八

三
）
九
月
に
寺
社
奉
行
所
へ
申
達
し
て
い
る
。

四
、
渡
り
浮
杜
丹
香
爐　
　
　
　
　
　

一
箇

　

寄
附
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
。

五
、
御
祠
堂
金
貮
拾
壱
両

　

こ
れ
は
宝
泉
院
の
没
後
に
納
め
ら
れ
る
も
の
で
、
稲
葉
七
蔵
に
よ
っ
て
持

参
さ
れ
た
。

　

以
上
の
五
点
で
あ
る
が
、
位
牌
に
つ
い
て
は

一
宝
泉
院
殿
御
位
牌
従

　

殿
方
様
御
安
置
被　

仰
付
候
哉　

年
月
共
相
分
不
申
候

と
あ
る
よ
う
に
、
九
代
藩
主
宗
睦
に
よ
っ
て
安
置
さ
れ
た
。
な
お
、
由
緒

書
（
文
書
一
二
八
）
に
は

一
天
明
六
午
年

　

宝
泉
院
殿
御
位
牌　
　
　
　
　
　
　

御
安
置
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と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
他
、
由
緒
書

な
ど
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宝
泉
院
真
蹟

の
和
歌
を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
軸
の
箱
書
や
軸
の
表
書
を
み
る
と
、

　

宝
泉
院
君
和
歌
真
蹟　
　
　
　
　
　

一
幅

　

宝
泉
院
消
息
文

　

宗
春
卿
御
内
室
宝
泉
院
殿
和
歌　
　

一
幅

　

八
事
山
宝
蔵　
　
　

尾
陽
八
事
山
興
正
寺
什
物

　

此
和
歌
墨
蹟
者
宝
泉
院
君
所
為
而
冷
泉
亜
相
澄
覚
公
所
点
也
。
今
装
演
為

一
軸
蔵
于
八
事
山
高（

マ
マ
）照

寺
。
君
章
善
公
世
婦
。
姓
猪
飼
名
華
子
。
称
和

泉
。
以
安
永
九
年
庚
子
十
一
月
八
日
卒
。
法
號
曰
宝
泉
院
阿
薫
芳
貞
大
禅

定
尼
。

と
あ
る
。
歌
の
詞
書
は

　

よ
は
ひ
む
そ
ち
に
み
ち
侍
る
に
よ
り
こ
と
ふ
き
の
御
詠
を
た
ま
は
り
し
か

は
か
し
こ
ま
り
□
を
よ
め
る

と
あ
り
、
和
歌
は

　

こ
と
の
は
の
め
く
み
つ
き
せ
ぬ
松
か
け
の
い
つ
み
の
み
つ
は
ち
よ
も
に
こ

ら
し

　

老
い
ら
く
の
こ
と
ふ
き
い
は
ふ
こ
と
の
は
の
め
く
み
に
ち
よ
の
よ
は
ひ
を

も
へ
む

と
あ
る
。
六
十
才
の
還
暦
を
迎
え
て
詠
歌
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
感
謝
の
心

を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
一
月
八
日
の

宝
泉
院
三
回
忌
に
冷
泉
為
泰
、
為
章
が
詠
じ
た
歌
も
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、

　

宝
泉
院
尼
の
た
む
け
に
寄
雪
懐
旧
と
い
ふ
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
泰

　

花
紅
葉
ち
れ
は
風
さ
え
し
ら
雪
の
む
か
し
を
し
た
ふ
み
め
く
り
の
あ
と

　

寄
雪
懐
旧
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
章

　

う
つ
も
れ
ぬ
言
の
葉
く
さ
そ
あ
と

ふ
も
す
き
し
三
年
の
雪
の
ふ
る
こ
と

と
あ
る
。
右
の
二
幅
に
つ
い
て
は

阿
薫
和
歌
集

後
集
六
（
名
古
屋
市
鶴

舞
中
央
図
書
館
蔵
、
河
村
オ
・
六
・
十
二
）
に
所
収
の
同
歌
の
後
に
、

　

両
卿
御
手
向
は
よ
そ
ひ
て
二
幅
と
し
八
事
山
興
正
寺
に
納
り
し
よ
し

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
興
正
寺
に
所
蔵
す
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
同
二
幅
の
軸
書
は
諦
忍
が
記
し
て
お
り
、
そ
れ
を
あ
げ
る

と
、

　

和
歌　

二
幅
対　

諦
忍
誌
焉

　

章
善
公
世
婦
猪
飼
氏
名
和
泉
。
以
安
永
九
年
庚
子
十
一
月
八
日
卒
。
享
年

六
十
六
。
法
號
曰
宝
永

（
マ
マ
）院

阿
薫
芳
貞
大
禅
定
尼
。
生
平
好
歌
学
于
冷
泉

家
。
當
大
祥
之
忌
両
公
作
歌
追
慎
今
装
為
対
幅
蔵
于
八
事
山
興
正
寺
。
両

公
一
則
前
黄
門
藤
原
為
泰
卿
。
澄
覚
公
之
子
也
。
一
則
右
衛
門
督
藤
為
章

卿
。
為
泰
公
之
子
也
。
幅
背
所

矩
州
四
兼
巳
（
マ
マ
）休
姓
越
智
稲
葉
氏
。
秀

根
姓
藤
原
河
村
氏
。
益
根
其
子
也
。
将
親
伊
藤
氏
。
皆
冷
泉
公
門
人
。

　
　

天
明
二
年
壬
寅
季
冬

　
　
　
　

侍
尼　

遊
仙
院
栖
霞
妙
起　

芝
香
院
深
林
延
寿
識

　
　
　
　

尾
張
八
事
山
興
正
寺
什
物

と
あ
り
、
宝
泉
院
が
冷
泉
家
に
歌
を
学
ん
で
い
た
こ
と
や
宗
春
の
側
近
で



諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

あ
っ
た
堀
己
休
（
稲
葉
七
蔵
の
剃
髪
後
の
号
）、
伊
藤
将
親
な
ど
も
冷
泉
家

の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

徳
川
宗
春
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
、
将
軍
徳
川
吉
宗
よ
り
隠
居

謹
慎
を
申
し
渡
さ
れ
、
江
戸
の
尾
張
藩
中
屋
敷
で
謹
慎
生
活
を
送
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
年
九
月
二
十
二
日
に
は
江
戸
を
出
発
し
て
十
月
三
日
に
名
古
屋

へ
入
っ
た
が
、
東
海
道
を
通
ら
ず
に
木
曽
路
を
通
っ
て
の
名
古
屋
入
り
で

あ
っ
た
。
道
中
で
は
、
幕
府
の
達
し
に
よ
り
民
衆
が
宗
春
を
出
迎
え
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
帰
国
し
た
宗
春
は
名
古
屋
三
の
丸
の
東
大
手
門
の
西

南
に
あ
る
屋
敷
に
幽
閉
さ
れ
、
十
五
年
後
の
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
城

下
の
御
下
屋
敷
へ
移
さ
れ
た
。
こ
の
引
き
移
し
の
時
、
広本
遊
女
濃
安
都

の
附
録
に
は

　
　

一
宝
暦
四
年
戌
十
月
十
一
日
、
御
隠
居
様
御
下
屋
敷
へ
御
引
移
、
夜
に

入
、
五
ツ
頃
、
京
町
筋
萱
屋
町
へ
御
懸
り
被
為
入
候
。
右
御
道
筋

御
入
之
節
、
白
張
挑
燈
燈
し
申
候
。
辻
々
へ
町
方
よ
り
御
足
軽
罷
出

人
留
、
町
々
拝
見
不
罷
成
云
々
。

と
あ
り
、
宗
春
の
行
列
は
五
ツ
頃
（
午
後
八
時
）
に
出
発
し
た
。
道
筋
で
は

葬
式
に
用
い
る
白
張
提
燈
を
燈
し
て
迎
え
て
お
り
、
葬
送
に
似
て
い
た
。

　

以
後
六
十
九
歳
で
亡
く
な
る
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
ま
で
十
年
間
、
こ

こ
で
謹
慎
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　

御
下
屋
敷
は
藩
主
時
代
に
改
装
し
て
、
そ
の
お
披
露
に
町
民
を
集
め
て
盆

踊
り
大
会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
屋
敷
内
の
北
側
に
は
薬
草
園
を
創
設
し

て
、
徳
川
吉
宗
か
ら
拝
領
し
た
朝
鮮
人
参
を
育
て
領
民
に
配
布
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宗
春
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
場
所
で
あ
っ
た
。

　

伝
記
資
料
な
ど
に
よ
れ
ば
、
藩
主
時
代
に
は
尾
張
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
建
中
寺
を
始
め
定
光
寺
、
熱
田
社
、
七
ツ
寺
、
若
宮
八
幡
に
参
詣
し
て
い

る
。
し
か
し
、
隠
居
謹
慎
後
は
外
出
も
許
可
さ
れ
ず
、
寛
保
三
年
（
一
七
四

三
）
九
月
二
日
に
生
母
の
宣
揚
院
が
八
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
き
も
、
葬

儀
へ
の
出
席
や
墓
参
り
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五

一
）
に
大
御
所
で
あ
っ
た
徳
川
吉
宗
が
亡
く
な
っ
た
と
き
も
宗
春
の
謹
慎
は

解
か
れ
な
か
っ
た
。
謹
慎
し
て
二
十
二
年
後
の
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）

四
月
十
日
に
建
中
寺
の
父
母
の
霊
廟
に
参
拝
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ

は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
す
る
尾
張
徳
川
家
の

御
系
譜

の

宗
春

卿

の
伝
記
に

　
　

一
、
同
十
一
巳
四
月
十
日
、
松
平
右
近
将
監
殿
宅
江
御
家
老
御
呼
出
相

成
、
御
両
親
様
之
御
墳
墓
、
御
霊
前
江
御
年
回
并
御
祥
月
、
御
参
詣

之
御
儀
、
殿
様
御
願
之
通
相
済
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
老
中
の
松
平
武た
け

元ち
か

の
屋
敷
へ
尾
張
藩
の
家
老
（
成
瀬
正

泰
か
竹
腰
勝
起
）
が
呼
出
さ
れ
て
願
い
が
許
さ
れ
て
い
る
（
尾
張
徳
川
家

系
譜
（
昭
和
六
十
三
年
三
月　

名
古
屋
叢
書
三
編

第
一
巻
）
七
十
九

頁
）。
許
可
を
得
た
宗
春
は
同
年
六
月
五
日
（
父
命
日
）
と
九
月
二
日
（
母

命
日
）
に
建
中
寺
へ
参
拝
し
た
（
大
石
学
編

規
制
緩
和
に
挑
ん
だ

名

君

│
│
徳
川
宗
春
の
生
涯
│
│
（
平
成
八
年
十
一
月　

小
学
館
）
一
八

五
頁
）。
し
か
し
、
建
中
寺
参
拝
の
様
子
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
な
お
、

隠
居
謹
慎
が
解
か
れ
た
の
は
吉
宗
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
百
年
以
上
経
た



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
第
十
一
代
将
軍
を
退
い
た
家
斉
の
男
子
斉
荘
が

尾
張
藩
十
一
代
藩
主
と
な
っ
た
の
を
機
と
し
て
、
同
年
十
月
に
従
二
位
権
大

納
言
を
追
贈
し
て
尾
張
藩
の
歴
代
藩
主
に
加
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
二
年
後
の
宝
暦
十
三
年
に
は
、
興
正
寺
へ
参
詣
し
て
い
る
。
参
詣
の

様
子
は
、
す
で
に
拙
稿

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

で
二
種
の

由
緒
記

を
対
照
し
て
、
見
せ
消
ち

を
利
用
し
な
が
ら
宗
春
の
行
動
を
明
ら
か
に

し
た
。
し
か
し
、
御
参
詣
留

も
加
え
て
対
照
し
て
み
る
と
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
紹
介
し
て
み
た

い
。

　

ま
ず
、
第
一
は
宗
春
の
隠
居
謹
慎
後
、
宝
暦
十
一
年
に
初
め
て
建
中
寺
へ

の
参
拝
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
一
切
の
外
出
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
御
参
詣
留

に
よ
れ
ば
、
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日
に
建
中

寺
へ
参
拝
し
て
其
山
（
興
正
寺
）
へ
も
立
ち
寄
る
と
あ
る
。
し
か
し
、
興
正

寺
へ
急
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
は
な
く
、
前
も
っ
て
御
作
事
方
か
ら
大
工
や
左

官
な
ど
が
行
っ
て
畳
や
唐
紙
を
替
え
た
り
、
本
堂
廊
下
の
下
板
も
取
替
え
て

迎
え
る
準
備
を
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
興
正
寺
に
も
両
親
の
御
霊
牌
が
祀
ら

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
参
詣
も
許
さ
れ
る
も
の
と
拡
大
解
釈
し
て
宗
春
の
希

望
通
り
建
中
寺
よ
り
興
正
寺
へ
立
ち
寄
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か

し
、
幕
府
よ
り
興
正
寺
へ
の
立
ち
寄
り
が
許
可
さ
れ
て
い
た
か
は
明
確
で
な

い
。
興
正
寺
参
詣
に
関
す
る
資
料
は
、
興
正
寺
の
み
し
か
見
出
だ
せ
な
い
の

で
あ
る
。

二
に
、
八
月
二
十
七
日
昼
前
の
打
合
せ
に
集
っ
た
稲
葉
氏
や
大
工
な
ど
へ
一

汁
弐
菜
の
昼
食
を
出
し
て
い
る
こ
と
。

三
に
、
新
し
く
替
え
た
も
の
と
し
て
本
堂
二
十
六
畳
、
方
丈
、
御
座
間
十

畳
、
唐
紙
八
本
な
ど
の
修
繕
箇
所
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

次
に
参
詣
に
来
た
九
月
二
日
に
つ
い
て
み
よ
う
。

㈠　

当
日
は
、
天
気
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
と
お
供
の
休
息
所
の
部
屋
割
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

㈡　

馬
は
風
呂
屋
（
浴
場
）
で
休
ま
せ
る
が
、
今
後
の
御
参
詣
の
た
め
に
馬

屋
を
外
に
用
意
し
て
お
く
こ
と
。

㈢　

初
め
は
本
堂
に
入
っ
て
両
親
の
位
牌
へ
拝
礼
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

予
定
が
か
わ
り
、
最
初
に
方
丈
へ
行
き
、
手
洗
い
し
て
か
ら
本
堂
へ
行
っ
て

牌
前
に
拝
礼
す
る
よ
う
変
更
し
た
。

㈣　

昼
食
後
、
西
山
の
諸
堂
の
御
参
詣
も
終
り
、
帰
館
す
る
際
、
興
正
寺
の

住
職
や
知
事
ら
の
見
送
り
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
、
宗
春
の
興
正
寺
の
一
日
に
つ
い
て

由
緒
書

と

御
参
詣
留

を
対
照
し
て
み
る
と
、
右
の
よ
う
な
新
し
い
事
実
が
確
認
で
き
た
の
で
あ

る
。

 

本
稿
は
令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
に
昭
和
文
化
小
劇
場
で
開
か
れ
た

宗
春
公
が
来

た
!　

興
正
寺
の
一
日
│
│
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日
│
│

の
講
演
の
た
め
に
再
考
し

た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
成
果
で
あ
る
。
主
催
さ
れ
た
昭
和
区
役
所
地
域
推
進
室
の

皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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